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歳
入
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
税
を
始
め
と
す
る
村
独
自
の

自
主
財
源
は
１
０
億
６
、
５
４

４
万
円
、
地
方
交
付
税
や
地
方

債
等
の
国
・
県
等
に
依
存
す
る

財
源
は
１
９
億
７
、
７
０
０
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
予
算
構
成

比
で
は
自
主
財
源
が
３
５
㌫
、

依
存
財
源
が
６
５
㌫
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
更
に
、
対
前
年
度
当
初
比
較

に
お
い
て
は
、
自
主
財
源
が
１

億
１
、
０
３
０
万
円
、
１
１
・

５
㌫
の
増
、
依
存
財
源
が
３
億

９
万
円
、
１
３
・
２
㌫
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　（
自
主
財
源
の
増
に
つ
き
ま

し
て
は
、
特
殊
要
素
と
し
て
、

歳
入
予
算
中
に
昨
年
度
村
が
そ

の
構
成
町
村
か
ら
脱
退
し
ま
し

た
仁
淀
病
院
組
合
か
ら
の
脱
退

に
伴
う
精
算
金
９
、
２
３
５
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
差
引
い
て
算
出
す
る
と
、

自
主
財
源
は
１
、
７
９
５
万
円
、

１
・
９
㌫
の
微
増
と
な
り
ま
す
。） 

　
平
成
17
年
度
日
高
村
一
般
会

計
当
初
予
算
の
総
額
と
し
ま
し

て
は
、
昨
年
度
よ
り
５
・
９
㌫
、

１
億
８
、
９
７
８
万
円
減
の
３

０
億
４
、
２
４
５
万
円
の
大
幅

な
緊
縮
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

　
平
成
15
年
度
よ
り
連
年
の
緊

縮
予
算
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
主
な
要
因
と
し
ま
し
て

は
、
歳
入
面
で
は
、
長
引
く
景

気
低
迷
に
よ
る
地
方
税
の
減
収

や
、
国
に
よ
る
三
位
一
体
の
改

革
の
一
つ
で
あ
る
地
方
交
付
税

の
削
減
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
歳
出
面
に
お

い
て
は
、
人
件
費
を
始
め
と
し

扶
助
費
や
物
件
費
、
維
持
修
繕

費
や
建
設
事
業
費
等
に
関
す
る

予
算
に
削
減
が
及
ぶ
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昨
年
度
ま
で
は
社
会

資
本
整
備
で
あ
る
建
設
事
業
費

の
抑
制
等
に
よ
り
、
社
会
保
障

的
な
人
件
費
や
扶
助
費
、
補
助

費
と
言
っ
た
予
算
を
堅
持
し
て

来
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
、
そ

の
堅
持
し
て
来
た
社
会
保
障
的

な
予
算
分
野
に
ま
で
削
減
が
及

ん
だ
と
言
え
ま
す
。 

　
歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
対

前
年
度
当
初
比
較
に
お
い
て
、

人
件
費
や
扶
助
費
を
始
め
と
し

た
建
設
事
業
費
等
の
全
体
的
な

予
算
区
分
に
削
減
が
及
ん
だ
こ

と
に
よ
り
、
民
生
費
１
億
２
、

８
８
２
万
円
、
１
３
・
９
㌫
、

農
林
水
産
業
費
９
、
４
４
７
万

円
、
６
３
・
１
㌫
、
土
木
費
７
、

６
９
３
万
円
、
２
３
・
１
㌫
、

教
育
費
１
、
４
１
７
万
円
、
５
・

７
㌫
の
減
他
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
目
的
別
予
算
額
と
予

算
総
額
に
対
す
る
構
成
比
で
は
、

社
会
福
祉
関
係
予
算
で
あ
る
民

生
費
７
億
９
、
８
２
８
万
円
、

２
６
・
２
㌫
を
ト
ッ
プ
に
、
次

い
で
ロ
ー
ン
の
返
済
で
あ
る
公

債
費
６
億
７
、
１
１
７
万
円
、

２
２
・
１
㌫
、
地
域
振
興
等
を

含
む
総
務
費
５
億
２
、
３
０
８

万
円
、
１
７
・
２
㌫
、
道
路
整

備
や
河
川
管
理
を
含
む
土
木
費

２
億
５
、
６
５
４
万
円
、
８
・

４
㌫
、
他
と
な
っ
て
お
り
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
歳
入
予
算

が
減
少
す
る
中
で
、
公
債
費
に

か
か
る
負
担
が
村
の
財
政
運
営

に
重
く
圧
し
掛
か
っ
て
い
る
と

言
え
ま
す
。 

　
最
後
に
、
全
国
的
に
地
方
財

政
の
行
き
詰
ま
り
が
謳
わ
れ
て

い
る
中
、
日
高
村
と
し
ま
し
て

は
、
先
に
も
述
べ
ま
し
た
歳
入

不
足
や
、
去
る
３
月
期
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
「
佐
川
町
と
の
合

併
に
か
か
る
住
民
投
票
」
の
結

果
等
を
も
考
慮
す
る
場
合
、
今

後
の
財
政
運
営
及
び
、
予
算
編

成
に
つ
い
て
は
、
未
だ
か
つ
て

な
い
非
常
に
厳
し
い
財
政
破
綻

を
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
も
予
測
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ら
最
悪
の
状
況

を
回
避
し
、
収
支
均
衡
の
取
れ

た
日
高
村
財
政
運
営
へ
向
け
、

「
歳
入
の
確
保
・
歳
出
の
削
減
」

と
言
っ
た
地
方
財
政
の
基
本
的

事
項
に
徹
底
し
て
努
め
て
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

平成17年度

一般会計予算 30億4,245万円
平成17年度

一般会計予算 30億4,245万円

一般会計
（単位：万円）

特別会計
（単位：万円）

歳
 
 
入

歳入

歳
 
 
出

村税 
4億856万円 
（13.4％） 

繰入金 
1億5,961万円 
（5.2％） 

その他 
6,461万円（2.1％） 

繰越金 
3,000万円（1.0％） 

地方譲与税 
6,150万円（2.0％） 

地方消費税交付金 
5,243万円（1.7％） 

国庫支出金 
2億1,894万円 
（7.2％） 

県支出金 
1億6,886万円 
　 （5.6％） 

村債 
1億9,590万円 
（6.4％） 

地方交付税 
14億1,090万円 
（46.4％） 

諸収入 
1億9,552万円  
（6.4％） 

使用料及び手数料 
3,113万円 
（1.0％） 

分担金及び負担金 
4,449万円 
（1.5％） 

自主財源 

依存財源 自動車取得税交付金 1,409万円 
ゴルフ場利用税交付金 3,344万円 
利子割交付金 277万円 
交通安全対策特別交付金 100万円 
地方特例交付金 1,200万円 
株式等譲渡所得割交付金　　24万円 

財産収入 23万円 
寄付金 1万円 

…… 
… 

…………… 
 

………… 
 

………………… 
…………………… 

依
存
財
源 

自
主
財
源 

そ
の
他
の
内
訳 

歳出土木費 
2億5,653万円 
（8.4％） 

災害復旧費 
5,961万円（2.0％） 

その他 
7,480万円（2.5％） 消防費 

1億2,394万円 
（4.1％） 

教育費 
2億3,279万円 
（7.7％） 

衛生費 
2億4,697万円 
（8.1％） 

民生費 
7億9,829万円 
（26.2％） 

農林水産業費 
5,526万円 
（1.8％） 

総務費 
5億2,308万円 
（17.2％） 

公債費 
6億7,117万円 
（22.1％） 

議会費 7,176万円 
商工費 104万円 
予備費 200万円 
労働費 1万円 

…………………… 
…………………… 
…………………… 
…………………… 

そ
の
他
の
内
訳 

歳出総額 

30億4,245万円 

全会計トータルは全会計トータルは全会計トータルは

平成17年度当初予算

歳入総額 

30億4,245万円 

0 20000 40000 60000 80000 100000 120000

住宅新築資金等特別会計 
4,127万円 

国民健康保険特別会計 
6億4,804万円 

老人保健特別会計 
10億6,484万円 

簡易水道特別会計 
1億4,986万円 

介護保険特別会計 
6億4,544万円 

全会計トータルは

55億9,190万円

全会計トータルは

55億9,190万円
全会計トータルは

55億9,190万円
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（6.4％） 

地方交付税 
14億1,090万円 
（46.4％） 

諸収入 
1億9,552万円  
（6.4％） 

使用料及び手数料 
3,113万円 
（1.0％） 

分担金及び負担金 
4,449万円 
（1.5％） 

自主財源 

依存財源 自動車取得税交付金 1,409万円 
ゴルフ場利用税交付金 3,344万円 
利子割交付金 277万円 
交通安全対策特別交付金 100万円 
地方特例交付金 1,200万円 
株式等譲渡所得割交付金　　24万円 

財産収入 23万円 
寄付金 1万円 

…… 
… 

…………… 
 

………… 
 

………………… 
…………………… 

依
存
財
源 

自
主
財
源 

そ
の
他
の
内
訳 

歳出土木費 
2億5,653万円 
（8.4％） 

災害復旧費 
5,961万円（2.0％） 

その他 
7,480万円（2.5％） 消防費 

1億2,394万円 
（4.1％） 

教育費 
2億3,279万円 
（7.7％） 

衛生費 
2億4,697万円 
（8.1％） 

民生費 
7億9,829万円 
（26.2％） 

農林水産業費 
5,526万円 
（1.8％） 

総務費 
5億2,308万円 
（17.2％） 

公債費 
6億7,117万円 
（22.1％） 

議会費 7,176万円 
商工費 104万円 
予備費 200万円 
労働費 1万円 

…………………… 
…………………… 
…………………… 
…………………… 

そ
の
他
の
内
訳 

歳出総額 

30億4,245万円 

全会計トータルは全会計トータルは全会計トータルは

平成17年度当初予算

歳入総額 

30億4,245万円 

0 20000 40000 60000 80000 100000 120000

住宅新築資金等特別会計 
4,127万円 

国民健康保険特別会計 
6億4,804万円 

老人保健特別会計 
10億6,484万円 

簡易水道特別会計 
1億4,986万円 

介護保険特別会計 
6億4,544万円 

全会計トータルは

55億9,190万円

全会計トータルは

55億9,190万円
全会計トータルは

55億9,190万円
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平成17年度事務分担表
平成17年４月１日現在

課　名 係　名 職　名 氏　名 職　務　内　容
村 長 中野　益隆
助 役

出 納 室
室 長 井上　健一

出納・物品管理・共済・決算事務
出 納 係 主 幹 安岡　里佳

議会事務局 事 務 局
局 長 森下　正敏

議会関係事務・監査事務
主 幹 青木　　史

総 務 課

課 長 戸梶　真幸
選挙・人事文書・物品購入・防犯灯・町村会

課 長 補 佐 鎮西　　幹
課 長 補 佐 戸梶正一郎 工事の入札、契約、検査・消防防災・行財政改革

総 務 係

主 幹 山﨑　　明 消防防災・財政・行財政改革
主 幹 今井　明秀 財政全般・行財政改革
主 幹 隅田　　静 条例規則・給与・勤務条件・定員管理（戸籍等）
主 幹 岡林　貴志 交通安全・自衛隊・広報・情報調整・統計

住 民 係
主 事 山本　奈央

受付・戸籍・印鑑・住民登録・交通災害
主 事 前田　三紀

企 画 課

課 長 中村　幸広
企画振興・広域行政・エコサイクルセンター設置に関する振興策・庁舎・公
用車管理・財産・公営住宅・住宅新築資金企 画 係

課 長 補 佐 森下　輝夫
課 長 補 佐 藤田　　浩
主 幹 大川　清弘

税 務 課

課 長 井上　哲英

住民税・（個人・法人）
固定資産税（土地・家屋・償却資産）
軽自動車税・たばこ税
国民健康保険・介護保険料
国民年金・老人医療

課 長 補 佐 坂東　隆一
課 長 補 佐 藤本　正子

課税収納係
主 監 兼 係 長 前田巳千子
主 事 前田　修平
主 事 森本　順子

国 保
年 金 係

主 幹 須内　由香
主 事 大川　健輔

健康福祉課

課 長 谷本　　勲 福祉・保健環境全般
課 長 補 佐 北添いく子 高齢者福祉全般
課 長 補 佐 中山　京子 児童福祉全般
課 長 補 佐 片岡　信次 保健環境全般・障害者福祉全般

福 祉 係

係 長 前田　孝治
保育事務・生活保護・子育て支援短期利用事業・学童保育事業・病後児保育
事業・母子家庭医療事業・乳幼児福祉医療事業・幼児医療助成事業・児童手
当事業・若者子育て支援費支給事業　他

係 長 松岡　一宏
主 幹 谷脇　昌子
主 幹 森下　美和

基 幹 型 在
宅 介 護 支
援センター

（同）　長　（兼） 北添いく子
在宅介護支援センター事業・介護予防地域支え合い事業・介護予防拠点整備
事業・老人保護措置事業・生活支援ハウス関係・介護保険・介護認定調査・
老人日常生活用具給付事業・老人クラブ事業・老人居住環境整備事業・高齢
者相談業務・地域ケア会議・各支援センター業務　他

（同）係長（兼） 松岡　一宏
保 健 師 田中　美妃

主 事
浦岡　由香
（社会福祉協議会
　　　から派遣）

高齢者健康
セ ン タ ー

（同）　長　（兼） 北添いく子
高齢者運動指導・センター管理業務

（同）係長（兼） 松岡　一宏

子 育 て 支
援センター

（同）　長　（兼） 中山　京子
子育て支援センター運営・子育て支援ネットワーク育成事業・子育て相談業
務・乳幼児 ､妊産婦 ､相談 ､訪問事業　他（同）係長（兼） 前田　孝治

（兼） 森下　美和

保 健 ・
環 境 係

課 長 補 佐 片岡　信次 合併処理浄化槽・一般廃棄物処理事業・広域組合事務・墓地経営許可・埋葬
許可・狂犬病予防注射・ごみ袋関係・一斉清掃実施・予防接種・乳児健診・
総合健診・食生活改善事業・日高の川を美しくする会事務局・国保健康づく
り推進事業・老人保健事業　他

保健環境係長 森下　浩明
保 健 師 係 長 山下かのう
保 健 師 川村　未央

障 害 者 地
域 生 活 支
援センター

（同）　長　（兼） 片岡　信次 支援費制度・施設入所調整・療育手帳交付変更・社会参加促進事業・日常生
活用具給付事業・児 ､者舗装具給付事業・障害者手帳交付・更正医療認定 ､
給付・重度障害者福祉医療事業・精神障害者居宅生活支援・精神障害者通院
公費負担・精神障害者訪問 ､相談マネージメント　他

（同）係長（兼） 山下かのう
（兼） 谷脇　昌子

東部保育所

所 長 岡本　敏子
保育所運営管理・保育業務主 任 保 育 士 藤田　　妙

主 幹 保 育 士 森澤かえで
技 幹 森下多津子 調理

能 津 分 所
主 監 保 育 士 浜田　郁子

保育所運営管理・保育業務
主 幹 保 育 士 井上　孝子



─広報ひだか５月号─　（4）（5）　─広報ひだか５月号─

役場総務課（代表） 本郷61－1 24－5111 健 康 福 祉 課 沖名23 24－7851

出 納 室 　〃 24－5111 子育て支援センター 　〃 24－5665

税 務 課 　〃 24－5112 能 津 出 張 所 本村64 24－5141

企 画 課 　〃 24－5113 東 部 福 祉 館 下分1672 24－5440

建 設 課 　〃 24－5114 東 部 児 童 館 下分1297 24－5604

教 育 委 員 会 　〃 24－5115 西 部 福 祉 館 本郷3492－3 24－4136

議 会 事 務 局 　〃 24－7777 土 地 改 良 区 本郷200－7 24－5202

産 業 振 興 課 　〃 24－4647 土 地 開 発 公 社 　〃 24－5331

各
課
へ
の
直
通
ダ
イ
ヤ
ル

課　名 係　名 職　名 氏　名 職　務　内　容

福 祉 館

東部福祉館
館　　長　（兼） 谷本　　勲

福祉館運営管理・生活相談業務デイサービス事業・移送サービス
次 長 山中　鶴幸
主 事 安部　拓大

西部福祉館
館　　長　（兼） 谷本　　勲
次 長 山中　鶴幸

東部児童館
館　　長　（兼） 谷本　　勲

児童館運営管理・子ども会指導及び補習活動次　　長　（兼） 山中　鶴幸
主　　事　（兼） 安部　拓大

建 設 課

課 長 山本　秀昭 砂防・急傾・生活道資材補助
小規模土地改良事業課 長 補 佐 川村　正仁

用地管理係 主 監 中岡　静香 用地･登記・占用許可・水道料

土 木 係
係 長 大川内慎治 道路改良・災害復旧・がけ崩れ

農道・林道・水路維持管理
村道・河川維持管理

主 幹 西森　　稔
主 事 尾﨑　誠一

水 道 係 主 事 明神　篤史 水道施設・管理・水道料

産業振興課

課 長 寺田幸次郎
農林商工業振興・観光
土地利用事務・イベント

課 長 補 佐 杉本　　勇

産業振興係
係 長 坂本　　昭
主 幹 森田　　生

地籍調査係

主 監 兼 係 長 森下　純男

地籍調査事業
主 事 藤岡　明仁
主 事 松本　直久
主 事 戸梶　泰彰

農業委員会
事 務 局

農業委員会
事 務 局

局　　長　（兼） 寺田幸次郎

農業委員会事務全般
次　　長　（兼） 杉本　　勇
局　　員　（兼） 坂本　　昭
局　　員　（兼） 森田　　生

教育委員会

教 育 長 中島　嘉隆
次 長 金子　真也 教育全般

社 会 教 育
総合運動公園

係 長 森下　和知 人権教育・成人教育・家庭教育・社会体育・運動公園管理事務・公民館・女
性教育・高齢者教育・青少年教育主 事 大平　師也

技 幹 寺田由美子 運動公園管理用務
学校教育係 主 幹 谷口　美恵 学校事務・教育委員会事務

地域教育指導 武田　和志 地域教育推進
研 修 指 導 員 永野　　敬 学校教育指導

外国語指導助手 ヴィニース　　
　スティーブン 英語・国際理解教育

日高中学校 技 幹 須藤　　静 用務
日下小学校 技 幹 西　　裕子 用務

給食センター

所　　長　（兼） 中島　嘉隆

学校給食
技 監 隅田恵美子
技 幹 下元　和子
技 幹 矢野　鈴子
技 幹 山内　浩江

補導センター
所　　長　（兼） 中島　嘉隆 少年健全育成活動
専 門 職 山下　忠一 非行防止活動

教 育 相 談 相 談 員 馬場　紀子 教育相談活動
選挙管理委
員会事務局 事 務 局

書　　記　（兼） 戸梶　真幸
選挙管理委員会事務

書　　記　（兼） 鎮西　　幹
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Village TopicsVillage Topics

井上　洋子教頭 
　伊野中学校から赴任して参りました。自然に
恵まれた学校と明るい生徒の皆さんに出会えて、
嬉しく思っています。また、ＰＴＡ総会での保
護者の方々の協力的で熱心な姿勢に心強く思い
ました。どうぞよろしくお願いします。 

片山　梓美スクールカウンセラー　 
　本年度スクールカウンセラーとして日高中学
校に来ることになりました。こころのサポート
が必要な時、一人でも多くの方に役に立つこと
ができればと思います。よろしくお願いします。 

浜田　五十鈴教諭 
　宿毛中学校から参りました。１年生の学級主
任と理科担当をさせていただいています。私自
身もぴかぴかの一年生のつもりで気持ち新たに
頑張っています。どうぞよろしくお願いします。 

田村　暁（あきら）教諭 
　吾北中学校から参りました。山に囲まれた空
から、広い空が見渡せる日高中学校で数学の授
業を担当させていただきます。すばらしい環境、
素朴で元気な生徒と学習できることを大変嬉し
く思います。どうぞよろしくお願いします。 

能津小学校加茂小学校

日下小学校

濱口　知恵教頭 
　今春、県教育委員会か
ら加茂中学校に赴任しま
した教頭の濱口知恵です。
皆様からいろいろと教え
ていただくことが多いこ
とと思います。どうぞよ
ろしくお願いいたします。 

加地 美貴子養護教諭　鏡中学校 
松下 香講師　　能津小学校 
岩本 初美教諭　高知大大学院留学 
岩本 博道教諭　高知県観光コンベンション協会 

入学おめでとう入学おめでとう

高橋 定利教頭　窪川中学校 

転入 

転入 

転入 

転出 

転出 転出 

前田　哲也教諭 
　清流、仁淀川を逆上り、
緑豊かな能津小にやって参
りました。元気いっぱいの
子どもたちや保護者、地域
の方々と手を携え、頑張っ
ていきたいです。 

藤原　幸子臨時事務職員 
　たくさんの自然と、素直
でかわいい子どもたちと過
ごすことができるのでとて
も嬉しいです。よろしくお
願いします。 

谷山　富貴養護教諭 
　自然の営みのすばらしさ
と、日高村のぬくもりの中
で育つ未来ある子どもたち
にかかわることを感謝し、
日々頑張りたいと思ってい
ます。 

松下　香講師 
　山、川と、自然がいっぱ
いの能津で元気な子どもた
ちに負けない様に今以上に
体力をつけて、生き生きと
頑張っていきます。よろし
くおねがいします。 

笠原 昭仁教諭  　　白木谷小学校 
岡林 良子養護教諭  池川小学校 

転入 

転出 

能
津
小
学
校

加
茂
中
学
校

日高中学校

日下小学校

曽我　一仁教頭 
　いの町立枝川小学校から転任してきました。明
るく元気いっぱいの加茂の子どもたちと、楽しい
学校生活を送っていけることを楽しみにしていま
す。しかし、まだ校区の様子も分からないことば
かりで、不慣れなところがあります。保護者や地
域の方と協力しながら進めていきたいと考えてい
ますので、よろしくお願いします。 

井上　節子養護教諭 
　吾川村名野川小学校から転任してきました。
この３月まで、通勤の途中に元気に登校する加
茂小学校の子どもたちを見かけていました。明
るく元気な子どもたちと一緒に頑張ります。ど
うぞよろしくお願いします。 

溝渕　美智教諭 
　土佐市の高岡第二小学校から転任してきました。 
　地域のことを早く知って、子どもたちのために
頑張りたいと思っています。よろしくお願いしま
す。 

転入 
加茂小学校

横川登三子教諭　　黒岩小学校 
岡林 洋子養護教諭  高岡第一小学校 
瀧本 千沙講師 

渡邊 慶子教頭 退職 転出 

山　　尚子教諭 
　自然にめぐまれた、すばらしい環境の中にあ
る加茂小学校で勤務できることをうれしく思っ
ています。明るく元気な子どもたちと早く仲良
くなって、楽しい毎日をおくりたいです。どう
ぞ、よろしくお願いいたします。 

北川　比登美教諭 
　毎日、JRで外の景色を眺めながら通って
います。日高村は、私の大好きな花であるコ
スモスの村です。子どもたちが、コスモスの
ように、空高くのびのびと成長できるお手伝
いができればと思っています。よろしくお願
いします。 

太田　幸教諭 
　花もいっぱいで、校舎も素敵ですし、とっ
ても元気で明るい子どもたちといっしょに勉
強したり遊んだりできるので、嬉しく思いま
す。子どもたちと一緒にいろんな思い出をつ
くっていきたいと思います。どうぞよろしく
お願い致します。 

横川　理水教諭 
　今度、日下小学校に来ることになった、こ
の春大学を卒業したての23歳横川理水（リ
スイ）です。若さでは、小学生の次に若いの
で子どもたちに負けず、若さとパワーでがん
ばりたいです。 

田中　万利子教諭 
　自然がいっぱいの日高村で、元気な子ども
たちといっしょに楽しい思い出をたくさん作
りたいと思います。よろしくお願いします。 

田中　謙一教諭 
　明るく元気な日下小学校の子どもたちと、
遊びに勉強に一生懸命がんばっていきたいと
思います。よろしくお願いします。 

矢野　幸子養護教諭 
　保健室の矢野です。毎日、花いっぱいにか
こまれ子どもたちの明るい元気なパワーを受
けながら、仕事をしています。早くみんなの
顔と名前を覚えるように頑張っているところ
です。今後ともよろしくお願いします。 

永野　敬教諭 
　４年ぶりに日高村の皆様方に再会できたこ
とを大変うれしく思っております。また、よ
ろしくお願いします。 

西森　智生児童支援 
　はじめまして、西森智生です。「コスモス
とメダカの里」というすてきなフレーズに心
躍らせています。コスモスのように、可憐で
しなやかに、でもしっかり根を下ろす強さも
備えた、そんな人に、子どもたちと共に成長
したいと思います。 

岡田 三和子教諭　昭和小学校 
安井 英俊教諭　　吾桑小学校 
池田 由美教諭　　伊野南小学校 
山田 啓子教諭　　高岡第一小学校 

横川 哲夫教頭　大津中学校 
弘瀬 彰博教諭　朝ヶ丘中学校 
武内 孝仁教諭　檮原中学校 

山本 多江教諭　高知大医学部留学 
野村 宇嗣講師 
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とを大変うれしく思っております。また、よ
ろしくお願いします。 
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　はじめまして、西森智生です。「コスモス
とメダカの里」というすてきなフレーズに心
躍らせています。コスモスのように、可憐で
しなやかに、でもしっかり根を下ろす強さも
備えた、そんな人に、子どもたちと共に成長
したいと思います。 
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今
回
は
、
多
く
の
お
年
寄
り
が
悩
ん
で
い
る

と
思
わ
れ
る
疾
患
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

●
尿
失
禁 

　
尿
失
禁
の
要
因
に
は
、
妊
娠
、
出
産
、
肥

満
、
便
秘
、
閉
経
、
膀
胱
炎
、
薬
の
副
作
用

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
分
か

る
よ
う
に
、
尿
失
禁
は
特
に
高
齢
の
女
性
に

多
く
見
ら
れ
る
症
状
で
、
40
才
以
上
に
な
る

と
４
人
に
１
人
は
経
験
し
て
い
ま
す
。
男
性

は
30
才
代
以
降
、
前
立
腺
肥
大
症
に
な
り
や

す
く
、
50
才
代
で
は
約
半
数
の
男
性
に
認
め

ら
れ
ま
す
。
必
ず
し
も
治
療
が
必
要
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す

よ
う
で
あ
れ
ば
、
医
師
の
診
察
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。 

※
尿
失
禁
の
種
類 

①
腹
圧
性
尿
失
禁 

急
に
走
っ
た
り
、
咳
や
く
し
ゃ
み
を
し
た

時
に
尿
が
も
れ
て
し
ま
う
。 

②
切
迫
性
尿
失
禁 

尿
意
を
覚
え
て
も
ト
イ
レ
ま
で
ガ
マ
ン
で

き
ず
も
れ
て
し
ま
う
。 

③
ひ
つ
流
性
尿
失
禁 

ト
イ
レ
に
行
っ
て
も
わ
ず
か
し
か
尿
が
出

ず
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と
も
れ
て
し
ま
う
。 

④
反
射
性
尿
失
禁 

尿
意
も
な
い
の
に
、
時
々
尿
が
も
れ
て
し

ま
う
。 

⑤
機
能
性
尿
失
禁 

痴
呆
や
身
体
的
障
害
に
よ
り
、
排
泄
行
為

が
う
ま
く
で
き
ず
も
れ
て
し
ま
う
。 

※
尿
失
禁
の
予
防
・
改
善 

①
適
度
の
回
数
で
排
泄
を
め
ざ
す
。
（
３
〜

４
時
間
お
き
に
250
〜
300 

㏄
） 

②
水
分
を
適
度
に
と
る
。（
１
日
1000
〜
1500

㏄
を
目
安
に
） 

③
便
秘
、
肥
満
を
解
消
す
る
。（
野
菜
料
理

を
中
心
に
） 

④
膀
胱
炎
を
予
防
す
る
。（
陰
部
を
清
潔
に

す
る
。
冷
え
に
注
意
） 

⑤
骨
盤
底
筋
を
き
た
え
る
。（
肛
門
を
締
め

る
体
操
） 

 

●
便
秘 

　
高
齢
者
の
場
合
、
消
化
器
の
機
能
が
衰
え
、

腸
の
動
き
が
弱
ま
る
た
め
便
秘
に
な
る
人
が

多
く
な
り
ま
す
。
快
適
な
毎
日
を
過
ご
す
た

め
に
排
便
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
こ
と
は
必
要

不
可
欠
で
す
か
ら
、「
体
質
だ
か
ら
治
ら
な

い
」
な
ど
と
あ
き
ら
め
ず
に
便
秘
の
原
因
を

知
り
、
ぜ
ひ
解
消
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

※
便
秘
改
善
の
７
ヶ
条 

①
１
日
３
回
き
ち
ん
と
食
事
を
と
る 

②
食
物
繊
維
を
と
る 

③
脂
肪
分
を
あ
る
程
度
と
る 

④
水
分
を
十
分
と
る 

⑤
朝
、
決
ま
っ
た
時
間
に
ト
イ
レ
に
行
く 

⑥
便
意
を
ガ
マ
ン
し
な
い 

⑦
適
度
な
運
動
を
習
慣
に
す
る 

※
便
秘
薬
の
服
用
に
つ
い
て 

　
便
秘
薬
に
は
、
内
服
薬
、
浣
腸
薬
、
坐
薬

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
薬
に
は
、

腸
の
ぜ
ん
動
運
動
を
促
進
さ
せ
た
り
、
便
の

カ
サ
を
増
や
し
た
り
、
便
を
や
わ
ら
か
く
す

る
な
ど
の
作
用
が
あ
り
ま
す
が
、
用
法
・
用

量
を
守
ら
な
い
と
副
作
用
が
出
た
り
、
効
き

に
く
く
な
っ
て
服
用
量
が
増
え
、
逆
に
下
痢

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
薬
は
あ

く
ま
で
も
症
状
を
改
善
さ
せ
る
だ
け
で
、
便

秘
を
解
消
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
生
活

習
慣
の
改
善
を
第
一
に
考
え
ま
し
ょ
う
。 

の
ご
案
内

﹁
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
﹂

﹁
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
﹂

﹁
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
﹂

　
高
知
保
険
医
協
会
は
県
下
の
医
師
・
歯
科
医
師
約
610
名
で
構

成
さ
れ
た
団
体
で
す
。
左
記
の
内
容
で
朝
９
時
か
ら
翌
朝
９
時

ま
で
、
24
時
間
同
じ
テ
ー
マ
の
テ
ー
プ
を
流
し
て
い
ま
す
。
健

康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
電
話
番
号
は 

　
０
８
８
｜
８
３
２
｜
５
２
６
６
　
で
す
。 

5 月  

※
日
曜
日
、
祝
日
は
前
日
と
同
じ
テ
ー
マ
が
流
れ
ま
す
。 

月
曜
日

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

土
・
日

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ 

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
で
使
用
す
る
歯
科
用
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス 

上
手
な
診
察
の
受
け
方
　
パ
ー
ト
３ 

Ｅ
型
急
性
肝
炎 

味
が
変
だ
、
味
が
わ
か
ら
な
い 

腱
鞘
炎
の
治
療
と
予
防 

介
護
保
険
制
度
は
ど
う
変
わ
る
　
パ
ー
ト
３ 

学校だより

加茂中学校加茂中学校加茂中学校

　4月14日に新入生を歓迎する遠足で五台山にある牧野植物
園に行きました。 
　当日は、好天に恵まれ、山頂からの眺望も素晴しく、浦戸湾
や田園風景、大空を舞う鳶の群等を見ることができました。 
　牧野植物園には桜やつつじなど春の花がたくさん咲いており、
新緑と花に囲まれた公園の中で生徒会が企画したゲームを行い、
また、園内の散策や仲間と談笑し、友情を深めることができま
した。 

大野　竜 
　中学生になって部活動を見学しだして、とて
も疲れて大変でした。けど先輩達が優しく声が
けをしてくれ、男女を問わず挨拶もしてくれて、
やりがいがあるなあと思いました。僕も先輩達
みたいに優しくなりたいと思いました。 
　勉強に関しては、今のところ問題はないが、
これからも自力で勉強についていきたいと思い
ます。苦手な科目は英語で、理由は声を出すの
が嫌いだからです。だけど近いうちに復習した
いと思います。 
　一日一日を大切にしていき、先輩達との交流
を深めていきたいと思います。これからも大変
だと思うが頑張っていきたいと思います。３年
後には先輩達みたいになり、後輩達に教えるよ
うな中学３年生になりたい。 

川村倫加 
　私は、中学生になるのがとても楽しみでした。
どうしてかは、バレー部に入ってバレーをした
かったからです。 
　小学校の３年生から、ずっとバレーをやって
いてスポーツの中では一番バレーが好きでした。
試合では優勝は１回もできなかったけど、準優
勝に２回、３位に３回なったことがあったので、
中学校のバレーでも頑張って練習をして、良い
成績を収めれたら良いなと思っています。 
　でも、小学校と違って厳しいし、練習の量も
だいぶ違うけど、バレーが好きなので、頑張り
たいです。 
　３年間はあっという間に過ぎると思うので、
悔いの残らないように、一日一日を、一生懸命
すごしたいです。 
　とりあえず、この１年はバレーのレギュラー
目指して頑張りたいです。 

新入生を
迎えて

中学生になって

女性の方へ… 女性の方へ… 女性の方へ… 

　今までは、全ての健診を１日で受診できる日程を組ん
でいましたが、乳がん検診の検査方法がマンモグラフィー
検診になった事に伴い健診時間が多くかかり、半日で全
ての健診を終了する事ができなくなりましたので、本年
度より「乳がん、子宮がん検診」を別日程で実施するこ
とになりました。 
　女性の方に全ての健診を受診していただく為には２日
間かかる事になりますが、スムーズな健診体制をとる為
にご理解をお願い致します。 
　詳しくは、平成17年度 日高村総合健診実施日程表
をご覧ください。 

日高村保健センター　　24－7851

総合健診の 
「乳がん、子宮がん検診」が 
別日程となります。（能津地区を除く） 

総合健診の 
「乳がん、子宮がん検診」が 
別日程となります。（能津地区を除く） 
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今
回
は
、
多
く
の
お
年
寄
り
が
悩
ん
で
い
る

と
思
わ
れ
る
疾
患
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 
●
尿
失
禁 

　
尿
失
禁
の
要
因
に
は
、
妊
娠
、
出
産
、
肥

満
、
便
秘
、
閉
経
、
膀
胱
炎
、
薬
の
副
作
用

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
分
か

る
よ
う
に
、
尿
失
禁
は
特
に
高
齢
の
女
性
に

多
く
見
ら
れ
る
症
状
で
、
40
才
以
上
に
な
る

と
４
人
に
１
人
は
経
験
し
て
い
ま
す
。
男
性

は
30
才
代
以
降
、
前
立
腺
肥
大
症
に
な
り
や

す
く
、
50
才
代
で
は
約
半
数
の
男
性
に
認
め

ら
れ
ま
す
。
必
ず
し
も
治
療
が
必
要
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す

よ
う
で
あ
れ
ば
、
医
師
の
診
察
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。 

※
尿
失
禁
の
種
類 

①
腹
圧
性
尿
失
禁 

急
に
走
っ
た
り
、
咳
や
く
し
ゃ
み
を
し
た

時
に
尿
が
も
れ
て
し
ま
う
。 

②
切
迫
性
尿
失
禁 

尿
意
を
覚
え
て
も
ト
イ
レ
ま
で
ガ
マ
ン
で

き
ず
も
れ
て
し
ま
う
。 

③
ひ
つ
流
性
尿
失
禁 

ト
イ
レ
に
行
っ
て
も
わ
ず
か
し
か
尿
が
出

ず
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と
も
れ
て
し
ま
う
。 

④
反
射
性
尿
失
禁 

尿
意
も
な
い
の
に
、
時
々
尿
が
も
れ
て
し

ま
う
。 

⑤
機
能
性
尿
失
禁 

痴
呆
や
身
体
的
障
害
に
よ
り
、
排
泄
行
為

が
う
ま
く
で
き
ず
も
れ
て
し
ま
う
。 

※
尿
失
禁
の
予
防
・
改
善 

①
適
度
の
回
数
で
排
泄
を
め
ざ
す
。
（
３
〜

４
時
間
お
き
に
250
〜
300 

㏄
） 

②
水
分
を
適
度
に
と
る
。（
１
日
1000
〜
1500

㏄
を
目
安
に
） 

③
便
秘
、
肥
満
を
解
消
す
る
。（
野
菜
料
理

を
中
心
に
） 

④
膀
胱
炎
を
予
防
す
る
。（
陰
部
を
清
潔
に

す
る
。
冷
え
に
注
意
） 

⑤
骨
盤
底
筋
を
き
た
え
る
。（
肛
門
を
締
め

る
体
操
） 

 

●
便
秘 

　
高
齢
者
の
場
合
、
消
化
器
の
機
能
が
衰
え
、

腸
の
動
き
が
弱
ま
る
た
め
便
秘
に
な
る
人
が

多
く
な
り
ま
す
。
快
適
な
毎
日
を
過
ご
す
た

め
に
排
便
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
こ
と
は
必
要

不
可
欠
で
す
か
ら
、「
体
質
だ
か
ら
治
ら
な

い
」
な
ど
と
あ
き
ら
め
ず
に
便
秘
の
原
因
を

知
り
、
ぜ
ひ
解
消
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

※
便
秘
改
善
の
７
ヶ
条 

①
１
日
３
回
き
ち
ん
と
食
事
を
と
る 

②
食
物
繊
維
を
と
る 

③
脂
肪
分
を
あ
る
程
度
と
る 

④
水
分
を
十
分
と
る 

⑤
朝
、
決
ま
っ
た
時
間
に
ト
イ
レ
に
行
く 

⑥
便
意
を
ガ
マ
ン
し
な
い 

⑦
適
度
な
運
動
を
習
慣
に
す
る 

※
便
秘
薬
の
服
用
に
つ
い
て 

　
便
秘
薬
に
は
、
内
服
薬
、
浣
腸
薬
、
坐
薬

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
薬
に
は
、

腸
の
ぜ
ん
動
運
動
を
促
進
さ
せ
た
り
、
便
の

カ
サ
を
増
や
し
た
り
、
便
を
や
わ
ら
か
く
す

る
な
ど
の
作
用
が
あ
り
ま
す
が
、
用
法
・
用

量
を
守
ら
な
い
と
副
作
用
が
出
た
り
、
効
き

に
く
く
な
っ
て
服
用
量
が
増
え
、
逆
に
下
痢

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
薬
は
あ

く
ま
で
も
症
状
を
改
善
さ
せ
る
だ
け
で
、
便

秘
を
解
消
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
生
活

習
慣
の
改
善
を
第
一
に
考
え
ま
し
ょ
う
。 

の
ご
案
内

﹁
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
﹂

﹁
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
﹂

﹁
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
﹂

　
高
知
保
険
医
協
会
は
県
下
の
医
師
・
歯
科
医
師
約
610
名
で
構

成
さ
れ
た
団
体
で
す
。
左
記
の
内
容
で
朝
９
時
か
ら
翌
朝
９
時

ま
で
、
24
時
間
同
じ
テ
ー
マ
の
テ
ー
プ
を
流
し
て
い
ま
す
。
健

康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
電
話
番
号
は 

　
０
８
８
｜
８
３
２
｜
５
２
６
６
　
で
す
。 

5 月  

※
日
曜
日
、
祝
日
は
前
日
と
同
じ
テ
ー
マ
が
流
れ
ま
す
。 

月
曜
日

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

土
・
日

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ 

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
で
使
用
す
る
歯
科
用
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス 

上
手
な
診
察
の
受
け
方
　
パ
ー
ト
３ 

Ｅ
型
急
性
肝
炎 

味
が
変
だ
、
味
が
わ
か
ら
な
い 

腱
鞘
炎
の
治
療
と
予
防 

介
護
保
険
制
度
は
ど
う
変
わ
る
　
パ
ー
ト
３ 

学校だより

加茂中学校加茂中学校加茂中学校

　4月14日に新入生を歓迎する遠足で五台山にある牧野植物
園に行きました。 
　当日は、好天に恵まれ、山頂からの眺望も素晴しく、浦戸湾
や田園風景、大空を舞う鳶の群等を見ることができました。 
　牧野植物園には桜やつつじなど春の花がたくさん咲いており、
新緑と花に囲まれた公園の中で生徒会が企画したゲームを行い、
また、園内の散策や仲間と談笑し、友情を深めることができま
した。 

大野　竜 
　中学生になって部活動を見学しだして、とて
も疲れて大変でした。けど先輩達が優しく声が
けをしてくれ、男女を問わず挨拶もしてくれて、
やりがいがあるなあと思いました。僕も先輩達
みたいに優しくなりたいと思いました。 
　勉強に関しては、今のところ問題はないが、
これからも自力で勉強についていきたいと思い
ます。苦手な科目は英語で、理由は声を出すの
が嫌いだからです。だけど近いうちに復習した
いと思います。 
　一日一日を大切にしていき、先輩達との交流
を深めていきたいと思います。これからも大変
だと思うが頑張っていきたいと思います。３年
後には先輩達みたいになり、後輩達に教えるよ
うな中学３年生になりたい。 

川村倫加 
　私は、中学生になるのがとても楽しみでした。
どうしてかは、バレー部に入ってバレーをした
かったからです。 
　小学校の３年生から、ずっとバレーをやって
いてスポーツの中では一番バレーが好きでした。
試合では優勝は１回もできなかったけど、準優
勝に２回、３位に３回なったことがあったので、
中学校のバレーでも頑張って練習をして、良い
成績を収めれたら良いなと思っています。 
　でも、小学校と違って厳しいし、練習の量も
だいぶ違うけど、バレーが好きなので、頑張り
たいです。 
　３年間はあっという間に過ぎると思うので、
悔いの残らないように、一日一日を、一生懸命
すごしたいです。 
　とりあえず、この１年はバレーのレギュラー
目指して頑張りたいです。 

新入生を
迎えて

中学生になって

女性の方へ… 女性の方へ… 女性の方へ… 

　今までは、全ての健診を１日で受診できる日程を組ん
でいましたが、乳がん検診の検査方法がマンモグラフィー
検診になった事に伴い健診時間が多くかかり、半日で全
ての健診を終了する事ができなくなりましたので、本年
度より「乳がん、子宮がん検診」を別日程で実施するこ
とになりました。 
　女性の方に全ての健診を受診していただく為には２日
間かかる事になりますが、スムーズな健診体制をとる為
にご理解をお願い致します。 
　詳しくは、平成17年度 日高村総合健診実施日程表
をご覧ください。 

日高村保健センター　　24－7851

総合健診の 
「乳がん、子宮がん検診」が 
別日程となります。（能津地区を除く） 

総合健診の 
「乳がん、子宮がん検診」が 
別日程となります。（能津地区を除く） 
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ハ
ン
セ
ン
病
全
患
者
の
隔

離
を
明
記
し
た
、
ら
い
予
防

法
が
制
定
（
１
９
３
１
年
）

さ
れ
る
前
年
。
そ
れ
ま
で
全

国
を
５
地
域
に
分
け
て
、
各

地
を
放
浪
し
て
い
る
患
者
達

を
収
容
し
て
い
た
公
立
の
療

養
所
は
国
立
に
変
わ
り
、
さ

ら
に
、
国
が
直
接
管
理
す
る

国
立
の
療
養
所
が
増
設
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。 

 

　
こ
の
頃
の
日
本
は
、
ア
ジ

ア
へ
の
領
土
拡
大
を
狙
っ
た

軍
事
強
化
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
た
め
、
貴
重
な
兵

力
・
生
産
力
で
あ
る
国
民
は
、

ま
ず
健
康
で
あ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

病
気
が
国
民
の
質
を
低
下
さ

せ
る
と
い
う
考
え
に
つ
な
が

り
、
中
で
も
、
病
気
の
症
状

が
表
に
現
れ
、
そ
し
て
、
家

族
間
の
感
染
が
多
い
こ
と
か

ら
遺
伝
病
だ
と
誤

解
さ
れ
て
い
た
ハ

ン
セ
ン
病
は
、
排

除
す
る
べ
き
病
気

だ
と
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

 

　
ま
た
、
自
分
た

ち
の
住
ん
で
い
る

県
か
ら
、
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
を
一
人

も
い
な
く
し
よ
う

と
、
国
と
国
民
が

一
体
と
な
っ
て
患

者
を
強
制
的
に
隔

離
し
て
い
く
無
ら
い
県
運
動

が
各
地
で
起
こ
り
ま
し
た
。

民
族
浄
化
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
た
そ
の
運
動
は
、
ハ
ン

セ
ン
病
が
不
浄
だ
と
い
う
誤

っ
た
意
識
と
共
に
、
全
国
へ

と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
患
者
を
収
容
す

る
際
に
は
、
患
者
や
家
族
、

そ
し
て
患
者
が
生
活
し
て
い

た
家
等
が
徹
底
的
に
消
毒
さ

れ
、
ハ
ン
セ
ン
病

の
患
者
で
あ
る
こ

と
を
、
近
所
の
人
々

に
強
烈
に
印
象
づ

け
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
患
者
が
収

容
さ
れ
た
後
に
は
、

そ
の
家
族
達
も
差

別
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
た
行
為

に
よ
り
、
患
者
達

は
家
族
へ
の
差
別

を
避
け
る
た
め
、

自
分
の
生
ま
れ
や
、

自
分
が
今
生
き
て
い
る
こ
と

自
体
を
隠
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
家
族
が
暮
ら
し
て
い

る
同
じ
空
の
下
で
、
同
じ
一

日
を
過
ご
し
な
が
ら
、
そ
の

後
、
家
族
と
一
生
会
う
こ
と

も
な
く
亡
く
な
っ
て
い
く
患

者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
ら
い
予
防
法

以
降
、
感
染
力
が
極
め
て
弱

い
ハ
ン
セ
ン
病
に
も
関
わ
ら

ず
、
全
患
者
に
対
す
る
非
情

で
強
制
的
な
隔
離
政
策
が
進

め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

　
１
９
４
３
年
、
プ
ロ
ミ
ン

と
い
う
薬
に
よ
り
、
ハ
ン
セ

ン
病
が
完
治
す
る
と
い
う
こ

と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
、
世
界
的
に
薬
に

よ
る
治
療
が
確
立
さ
れ
て
い

く
中
、
日
本
で
の
隔
離
政
策

は
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 

 

　
終
戦
後
、
基
本
的
人
権
の

尊
重
が
記
さ
れ
た
新
憲
法
が

制
定
さ
れ
、
新
し
い
日
本
が

誕
生
す
る
中
で
、
患
者
達
も

自
分
た
ち
に
対
す
る
こ
れ
ま

で
の
国
の
取
り
組
み
は
間
違

っ
て
い
る
、
改
善
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
考
え

を
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
１
９
５
１
年
、
全
国

国
立
ら
い
療
養
所
患
者
協
議

会
を
結
成
し
、
隔
離
政
策
の

廃
止
を
国
に
訴
え
て
い
き
ま

し
た
。 

ハンセン病問題 ハンセン病問題 ハンセン病問題 

地域子ども教室推進事業のスタート！
たくさん子どもの居場所ができます！

こ
の
時
も
、
国
の
取
り

組
み
は
何
一
つ
変
わ
ら

な
か
っ
た
ん
だ
ワ
ン
。 

　地域の教育力再生をめざした国の事業を活用して、本年度も日高村で子ども教室推進事業が展開されます。
放課後や週末の子どもの居場所づくりとともに、子どもの関わる大人の自己実現のために、多くの仲間を増や
して日高村の地域まるごと元気になりましょう。 

火曜日：日高中（19：00－20：45）
木曜日：日高村総合運動公園
       （19：00－20：45）
土、日曜日：日下小
       （９：30－11：30）

Ⅱ．日高少年少女  
  サッカースクール
Ⅱ．日高少年少女  
  サッカースクール

Ⅲ．和太鼓教室Ⅲ．和太鼓教室
　当面の日程
日高村総合運動公園内

高齢者ふれあいスポーツセンター

 ５月７日（土）、28日（土）

 ６月11日（土）、25日（土）

  14：30－15：30（子どもの部） 
大人、高齢者、子どもの部有り

参加者募集中！

（火、木）

15：00－18：00

子どもたちの学習
をサポート 

メイさんの 
英語教室 

子どもたちに本の
紹介や読書指導な
ど 

朗読ひだかのみな
さんによるおはな
し会 

畑で楽しく農作業 
詳細未定 

学習クラブ 朗読クラブ
（水、金）

15：00－18：00

英語クラブ
（第１、３土）

10：00－12：00

おはなしの森
（第２土）

10：00－11：00

はたけクラブ
（第２土、第４日）

13：00－16：00

（第２、４土）

13：00－16：00

福祉センター 
大人の方もＯＫ 

折り紙などで遊び
ましょう 

メダカさん家を中
心に活動 

仁淀川での火振り
漁体験など、詳細
は未定 

茶道クラブ 自然観察クラブ
（第４土）

10：00－12：00

あそびクラブ
（不定期）

13：00－16：00

チャレンジ
クラブ
（８月）

女子のチームもあり。

体験入学はいつでもＯＫ！
入部者プロサッカーレプリカ
ユニホームのプレゼント！ お問い合わせ：山中鶴幸 

　　　　　　　090－8693－3716お問い合わせ：戸梶利夫　　24－5321

お問い合わせ
日高村教育委員会 
　　24－ 5115
（担当武田） 

Ⅰ．コスモスひろば（村立図書館を中心とした居場所）Ⅰ．コスモスひろば（村立図書館を中心とした居場所）
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⑥ ⑧ 
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地域教育だより
日高村教育委員会 二

、
ヒ
ス
ト
リ
ー
③ 

 

　
ハ
ン
セ
ン
病
全
患
者
の
隔

離
を
明
記
し
た
、
ら
い
予
防

法
が
制
定
（
１
９
３
１
年
）

さ
れ
る
前
年
。
そ
れ
ま
で
全

国
を
５
地
域
に
分
け
て
、
各

地
を
放
浪
し
て
い
る
患
者
達

を
収
容
し
て
い
た
公
立
の
療

養
所
は
国
立
に
変
わ
り
、
さ

ら
に
、
国
が
直
接
管
理
す
る

国
立
の
療
養
所
が
増
設
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。 

 

　
こ
の
頃
の
日
本
は
、
ア
ジ

ア
へ
の
領
土
拡
大
を
狙
っ
た

軍
事
強
化
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
た
め
、
貴
重
な
兵

力
・
生
産
力
で
あ
る
国
民
は
、

ま
ず
健
康
で
あ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

病
気
が
国
民
の
質
を
低
下
さ

せ
る
と
い
う
考
え
に
つ
な
が

り
、
中
で
も
、
病
気
の
症
状

が
表
に
現
れ
、
そ
し
て
、
家

族
間
の
感
染
が
多
い
こ
と
か

ら
遺
伝
病
だ
と
誤

解
さ
れ
て
い
た
ハ

ン
セ
ン
病
は
、
排

除
す
る
べ
き
病
気

だ
と
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

 

　
ま
た
、
自
分
た

ち
の
住
ん
で
い
る

県
か
ら
、
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
を
一
人

も
い
な
く
し
よ
う

と
、
国
と
国
民
が

一
体
と
な
っ
て
患

者
を
強
制
的
に
隔

離
し
て
い
く
無
ら
い
県
運
動

が
各
地
で
起
こ
り
ま
し
た
。

民
族
浄
化
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
た
そ
の
運
動
は
、
ハ
ン

セ
ン
病
が
不
浄
だ
と
い
う
誤

っ
た
意
識
と
共
に
、
全
国
へ

と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
患
者
を
収
容
す

る
際
に
は
、
患
者
や
家
族
、

そ
し
て
患
者
が
生
活
し
て
い

た
家
等
が
徹
底
的
に
消
毒
さ

れ
、
ハ
ン
セ
ン
病

の
患
者
で
あ
る
こ

と
を
、
近
所
の
人
々

に
強
烈
に
印
象
づ

け
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
患
者
が
収

容
さ
れ
た
後
に
は
、

そ
の
家
族
達
も
差

別
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
た
行
為

に
よ
り
、
患
者
達

は
家
族
へ
の
差
別

を
避
け
る
た
め
、

自
分
の
生
ま
れ
や
、

自
分
が
今
生
き
て
い
る
こ
と

自
体
を
隠
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
家
族
が
暮
ら
し
て
い

る
同
じ
空
の
下
で
、
同
じ
一

日
を
過
ご
し
な
が
ら
、
そ
の

後
、
家
族
と
一
生
会
う
こ
と

も
な
く
亡
く
な
っ
て
い
く
患

者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
ら
い
予
防
法

以
降
、
感
染
力
が
極
め
て
弱

い
ハ
ン
セ
ン
病
に
も
関
わ
ら

ず
、
全
患
者
に
対
す
る
非
情

で
強
制
的
な
隔
離
政
策
が
進

め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

　
１
９
４
３
年
、
プ
ロ
ミ
ン

と
い
う
薬
に
よ
り
、
ハ
ン
セ

ン
病
が
完
治
す
る
と
い
う
こ

と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
、
世
界
的
に
薬
に

よ
る
治
療
が
確
立
さ
れ
て
い

く
中
、
日
本
で
の
隔
離
政
策

は
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 

 

　
終
戦
後
、
基
本
的
人
権
の

尊
重
が
記
さ
れ
た
新
憲
法
が

制
定
さ
れ
、
新
し
い
日
本
が

誕
生
す
る
中
で
、
患
者
達
も

自
分
た
ち
に
対
す
る
こ
れ
ま

で
の
国
の
取
り
組
み
は
間
違

っ
て
い
る
、
改
善
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
考
え

を
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
１
９
５
１
年
、
全
国

国
立
ら
い
療
養
所
患
者
協
議

会
を
結
成
し
、
隔
離
政
策
の

廃
止
を
国
に
訴
え
て
い
き
ま

し
た
。 

ハンセン病問題 ハンセン病問題 ハンセン病問題 

地域子ども教室推進事業のスタート！
たくさん子どもの居場所ができます！

こ
の
時
も
、
国
の
取
り

組
み
は
何
一
つ
変
わ
ら

な
か
っ
た
ん
だ
ワ
ン
。 

　地域の教育力再生をめざした国の事業を活用して、本年度も日高村で子ども教室推進事業が展開されます。
放課後や週末の子どもの居場所づくりとともに、子どもの関わる大人の自己実現のために、多くの仲間を増や
して日高村の地域まるごと元気になりましょう。 

火曜日：日高中（19：00－20：45）
木曜日：日高村総合運動公園
       （19：00－20：45）
土、日曜日：日下小
       （９：30－11：30）

Ⅱ．日高少年少女  
  サッカースクール
Ⅱ．日高少年少女  
  サッカースクール

Ⅲ．和太鼓教室Ⅲ．和太鼓教室
　当面の日程
日高村総合運動公園内

高齢者ふれあいスポーツセンター

 ５月７日（土）、28日（土）

 ６月11日（土）、25日（土）

  14：30－15：30（子どもの部） 
大人、高齢者、子どもの部有り

参加者募集中！

（火、木）

15：00－18：00

子どもたちの学習
をサポート 

メイさんの 
英語教室 

子どもたちに本の
紹介や読書指導な
ど 

朗読ひだかのみな
さんによるおはな
し会 

畑で楽しく農作業 
詳細未定 

学習クラブ 朗読クラブ
（水、金）

15：00－18：00

英語クラブ
（第１、３土）

10：00－12：00

おはなしの森
（第２土）

10：00－11：00

はたけクラブ
（第２土、第４日）

13：00－16：00

（第２、４土）

13：00－16：00

福祉センター 
大人の方もＯＫ 

折り紙などで遊び
ましょう 

メダカさん家を中
心に活動 

仁淀川での火振り
漁体験など、詳細
は未定 

茶道クラブ 自然観察クラブ
（第４土）

10：00－12：00

あそびクラブ
（不定期）

13：00－16：00

チャレンジ
クラブ
（８月）

女子のチームもあり。

体験入学はいつでもＯＫ！
入部者プロサッカーレプリカ
ユニホームのプレゼント！ お問い合わせ：山中鶴幸 

　　　　　　　090－8693－3716お問い合わせ：戸梶利夫　　24－5321

お問い合わせ
日高村教育委員会 
　　24－ 5115
（担当武田） 

Ⅰ．コスモスひろば（村立図書館を中心とした居場所）Ⅰ．コスモスひろば（村立図書館を中心とした居場所）
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学
生
の
み
な
さ
ん
に
は

﹁
学
生
納
付
特
例
制
度
﹂

 
 
 
 
 
 
が
あ
り
ま
す

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。
期限内に納めるようにしましょう。 
◎国民年金保険料の納付は、便利でお得な
『口座振替』をご利用ください。 

　
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、

自
営
業
、
学
生
、
会
社
員
、
主
婦
な
ど
職
業
を

問
わ
ず
、
す
べ
て
の
人
が
国
民
年
金
に
加
入
し

ま
す
。
学
生
の
み
な
さ
ん
に
も
保
険
料
の
納
付

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
、
在
学

期
間
中
の
保
険
料
を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 《
対
象
者
》 

　
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学

校
等
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
方
で
、
学
生

本
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

※
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
に
在

籍
し
て
い
る
方
も
含
ま
れ
ま
す
。 

※
各
種
学
校
（
別
に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
各
種
学
校
を
除
く
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

１
年
以
上
の
課
程
に
在
籍
し
て
い
る
方
に

限
り
ま
す
。 

 《
所
得
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た
》 

　
学
生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
と
な
る
所
得

の
基
準
は
、
こ
れ
ま
で
68
万
円
以
下
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
度
の
所
得
基

準
は
118
万
円
以
下
と
な
り
ま
し
た
。 

※
扶
養
親
族
等
が
い
る
場
合
や
社
会
保
険
料

控
除
等
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
数
や
金
額

に
応
じ
た
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。 

 《
承
認
期
間
》 

　
平
成
17
年
４
月
か
ら
平
成
18
年
３
月
ま
で

に
な
り
ま
す
。
前
年
の
所
得
を
確
認
す
る
た

め
、
申
請
は
毎
年
度
必
要
に
な
り
ま
す
。
平

成
17
年
度
の
申
請
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方

は
、
お
早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。 

 

《
承
認
を
受
け
た
期
間
は
…
》 

　
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を
受
け
た
期

間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の

受
給
資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
将
来

受
け
取
る
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た

め
に
も
、
卒
業
後
に
は
追
納
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
（
２
年
以
上
経
過
し
た
分
を
追
納

す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加

算
額
が
か
か
り
ま
す
）。 

 《
万
が
一
の
と
き
に
も
安
心
》 

　
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
生

じ
た
と
き
に
、
未
納
期
間
が
あ
る
と
障
害
基

礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
学
生
納
付
特
例
制
度

の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
未
納
の
扱
い
と

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
万
が
一
の
と
き
に
も
安

心
で
す
。 

 《
申
請
手
続
き
》 

　
年
金
手
帳
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

を
持
参
の
う
え
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
・

国
民
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。 

・
各
種
学
校
（
別
に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
各
種
学
校
を
除
く
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

修
業
年
限
が
１
年
以
上
の
課
程
に
在
学
し

て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で

す
。 

・
失
業
し
た
方
が
申
請
を
行
う
場
合
は
、
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
等
、
失
業
し
た
こ
と
を
確
認

で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。 

InformationInformation

総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津支所
24－5141
改良区
24－5202
開発公社
24－5331

総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津支所
24－5141
改良区
24－5202
開発公社
24－5331

く・ら・し・の 

情報 
く・ら・し・の 

情報 

商
業
・
法
人
登
記
事
務
の

 
  

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
つ
い
て

　
高
知
地
方
法
務
局
い
の
支

局
で
は
、
平
成
17
年
５
月
30

日
（月） 

か
ら
、
本
管
轄
区
域
の

土
佐
市
、
吾
川
郡
い
の
町
、

同
郡
吾
川
村
、
同
郡
池
川
町
、

高
岡
郡
日
高
村
、
同
郡
仁
淀

村
、
同
郡
佐
川
町
及
び
同
郡

越
知
町
の
「
商
業
・
法
人
」（
株

式
会
社
、
有
限
会
社
、
合
名

会
社
、
合
資
会
社
、
外
国
会

社
、
未
成
年
者
、
後
見
人
、

商
号
、
支
配
人
、
協
同
組
合
、

宗
教
法
人
、
公
益
法
人
等
）

に
つ
い
て
、
謄
・
抄
本
交
付

の
取
扱
い
が
次
の
と
お
り
に

な
り
ま
す
。 

　
お
客
様
か
ら
謄
・
抄
本
の

請
求
が
あ
れ
ば
、
請
求
時
に

そ
の
商
業
・
法
人
登
記
事
項

を
順
次
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入

力
し
た
後
、
交
付
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

現
在
交
付
に
か
か
っ
て
い
る

時
間
よ
り
お
時
間
を
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
の
処
理

に
な
り
ま
す
と
、
謄
・
抄
本
、

閲
覧
の
取
扱
い
が
次
の
よ
う

に
変
更
と
な
り
、
作
成
・
交

付
に
か
か
る
時
間
が
大
幅
に

短
縮
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
商

業
・
法
人
登
記
事
務
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
さ
れ
て
い

る
他
の
法
務
局
の
管
轄
に
属

す
る
法
人
等
の
証
明
書
等
が
、

い
の
支
局
で
請
求
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

○ 

登
記
簿
の
謄
・
抄
本  

↓ 

登
記
事
項
証
明
書 

○ 

代
表
者
の
資
格
証
明
書  

↓ 

代
表
者
事
項
証
明
書 

○ 

登

記

簿

の

閲

覧 
 

↓ 

登
記
事
項
要
約
書 

 

　
同
年
８
月
22
日
（月）
か
ら
は
、

改
製
不
適
合
分
（
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
へ
の
入
力
に
支
障
を
き

た
す
も
の
）
を
除
く
管
轄
内

全
て
の
会
社
・
法
人
に
つ
い

て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
運

用
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で

の
間
、
御
利
用
の
お
客
様
に

は
御
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
御
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。 

お
問
い
合
わ
せ
先 

高
知
地
方
法
務
局
い
の
支
局 

　
０
８
８
｜
８
９
３
｜
０
３
４
３ 

平
成
17
年
度
高
知
県
保
育
士
試
験
の
ご
案
内

郵
送
に
よ
る
配
布
と
な
り
ま
す
。 

実
施
要
項
（
受
験
申
請
書
）
配
布

期
間 

平
成
17
年
４
月
11
日
（月） 

か
ら 

５
月
13
日
（金） 

ま
で 

　
＊
当
日
消
印
有
効 

　
返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
、
Ａ

４
判
、
21
㎝
×
30
㎝
大
）
に
140
円

切
手
を
貼
り
、
宛
て
先
（
請
求
す

る
人
の
住
所
・
氏
名
）
を
明
記
し
、

別
封
筒
に
入
れ
て
、
高
知
県
保
育

士
試
験
実
施
要
項
請
求
と
朱
書
き

し
、
左
記
あ
て
に
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。 

　
必
ず
受
験
を
希
望
す
る
都
道
府

県
名
・
高
知
県
を
記
入
す
る
こ
と 

 

〒
１
０
２
｜
０
０
７
１ 

東
京
都
千
代
田
区
富
士
見 

１
｜
２
｜ 

32 

｜ 

301 
 

保
育
士
試
験
事
務
セ
ン
タ
ー  

宛 
 （

不
着
及
び
申
込
期
限
に
間
に
合

わ
な
い
場
合
の
責
任
は
負
い
ま
せ

ん
。） 

 

受
験
資
格 

（
１
）
原
則
と
し
て
、
短
大
卒
程

度
以
上
の
方
（
卒
業
見
込
み

を
含
む
） 

（
２
）
平
成
３
年
３
月
31
日
ま
で

の
高
校
卒
業
者
の
方 

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
実
施

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

受
験
申
請
書
受
付
期
間 

平
成
17
年
５
月
９
日
（月） 

か
ら 

５
月
20
日
（金） 

ま
で 

　
＊
当
日
消
印
有
効 

※
受
験
申
請
書
は
郵
送
（
簡
易
書

留
）に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。 

※
申
請
書
及
び
関
係
書
類
は
必

ず
一
括
し
て
郵
送
（
簡
易
書
留
）

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

－国民年金－ 
お問い合わせは  24－5112

〒102－0071
　東京都千代田区富士見１－２－ 32－ 301 
　フリーダイヤル　0120－ 4194－ 82
http://www.hoyokyo.or.jp/index.html

高知県保育士試験指定試験機関 
社団法人全国保育士養成協議会 保育士試験事務センター 

高知県保育士試験に関する詳細については
下記にお問い合わせください。 

児
童
手
当
現
況
届

　
児
童
手
当
の
現
況
届
は
、
６
月

１
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、

児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届
の
提

出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
用
紙
は
、

５
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
） 

 

○
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類 

１
、
年
金
加
入
証
明
書
又
は
申

立
書
。
健
康
保
険
証
の
写
し
、

受
給
者
が
被
用
者
（
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
等
）
で
あ
る
場
合
に

提
出
。 

２
、
前
住
所
地
の
市
区
町
村
長

が
発
行
す
る
児
童
手
当
用
所

得
証
明
書
、
当
該
市
町
村
に

そ
の
年
の
１
月
１
日
に
住
所

が
な
か
っ
た
場
合
に
提
出
。 

 

○
受
付
期
間 

　
６
月
１
日
〜
６
月
30
日
ま
で 

　
　（
〆
切
厳
守
） 

 

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
２
４
―
７
８
５
１ 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
１
　
公
売
物
件 

       

２
　
公
売
の
方
法 

　
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
。 

３
　
入
札
者
の
資
格 

　
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。 

（１） 

　
一
般
競
争
入
札
に
当
該
入
札
に

係
る
契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有

し
な
い
者
及
び
破
産
者
で
復
権
を

得
な
い
者
。 

（２）  

地
方
自
治
法
施
行
令
第
167
条
の

４
第
２
項
各
号
の
規
定
に
該
当
す

る
者
で
、
当
該
事
実
が
あ
っ
た
日

か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者
。 

（３）  

公
有
財
産
に
関
す
る
事
務
に
従

事
す
る
職
員
で
、
地
方
自
治
法
第

238
条
の
３
の
規
定
に
該
当
す
る
者
。 

４
　
入
札
心
得
書
並
び
に
契
約
条
項

を
示
す
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先 

　
日
高
村
役
場
企
画
課 

　
　（
日
高
村
本
郷
61 

｜
１
） 

　
　
　
　
２
４
｜
５
１
１
３ 

５
　
現
場
説
明
の
日
時
及
び
場
所 

○
日
時
　
平
成
17
年
５
月
30
日
（月） 

・ 

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
。 

○
場
所
　
現
地
（
折
月
北
野
村
商
店

か
ら
北
へ
100
ｍ
、
旧
日
高

村
福
良
住
宅
跡
地
）
に
て

行
う
。 

６
　
入
札
執
行
の
日
時
及
び
場
所 

○
日
時
　
平
成
17
年
６
月
７
日
（火） 

・ 
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
。 

 

○
場
所
　
日
高
村
役
場
２
階 

　
　
　
　「
北
会
議
室
」 

※
開
札
は
、
入
札
締
め
切
り
後
直
ち

に
行
う
。 

７
　
無
効
入
札 

　
３
に
掲
げ
る
入
札
者
の
資
格
の
な

い
者
の
入
札
及
び
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
入
札
は
、
無
効
と

す
る
。 

（１） 

　
村
有
財
産
一
般
競
争
入
札
参
加

申
込
書
（
入
札
参
加
者
が
代
理
人

で
あ
る
場
合
は
、
本
人
の
委
任
状

を
添
付
す
る
こ
と
。） 

（２） 

　
入
札
に
際
し
、
不
正
の
行
為
が

あ
っ
た
と
き
。 

（３） 

　
入
札
者
又
は
、
そ
の
代
理
人
が

同
一
の
入
札
に
つ
い
て
２
以
上
の

入
札
を
し
た
と
き
。 

（４） 

　
入
札
書
の
氏
名
（
法
人
に
あ
っ

て
は
代
表
者
の
氏
名
）
そ
の
他
重

要
な
文
字
及
び
証
印
が
誤
脱
し
、

又
は
不
明
な
と
き
。 

（５） 

　
入
札
書
の
金
額
を
訂
正
し
て
い

る
と
き
。 

（６） 

　
公
売
広
告
又
は
入
札
心
得
事
項

に
違
反
し
た
と
き
。 

（７） 

　
入
札
担
当
者
の
指
示
に
従
わ
な

い
と
き
。 

（８） 

　
郵
送
又
は
電
報
に
よ
る
入
札
。 

（９） 

　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

入
札
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。 

８
　
契
約
書
の
作
成
の
要
否 

　
契
約
書
の
作
成
を
要
す
る
。 

９
　
そ
の
他 

　
現
場
説
明
に
不
参
加
の
者
が
入
札

に
参
加
し
た
場
合
は
、
現
場
説
明
に

お
け
る
各
種
事
項
に
つ
い
て
、
す
で

に
了
知
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。 

 

高
岡
郡
日
高
村
長
　
中
野
　
益
　 

公売広告公売広告公売広告

雑
種
地 

種
　
目 

642
㎡ 

数
　
量 

日
高
村 

所
有
者 

日
高
村
下
分
字
観
音 

寺
３
９
３
８
番
地
２ 

所
在
地 

土
地 

区
　
分 

国保税、県村民税、固定資産税、介護保険料のお支払いは、口座振替が便利です。
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学
生
の
み
な
さ
ん
に
は

﹁
学
生
納
付
特
例
制
度
﹂

 
 
 
 
 
 
が
あ
り
ま
す

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。
期限内に納めるようにしましょう。 
◎国民年金保険料の納付は、便利でお得な
『口座振替』をご利用ください。 

　
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、

自
営
業
、
学
生
、
会
社
員
、
主
婦
な
ど
職
業
を

問
わ
ず
、
す
べ
て
の
人
が
国
民
年
金
に
加
入
し

ま
す
。
学
生
の
み
な
さ
ん
に
も
保
険
料
の
納
付

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
、
在
学

期
間
中
の
保
険
料
を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 《
対
象
者
》 

　
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学

校
等
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
方
で
、
学
生

本
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

※
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
に
在

籍
し
て
い
る
方
も
含
ま
れ
ま
す
。 

※
各
種
学
校
（
別
に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
各
種
学
校
を
除
く
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

１
年
以
上
の
課
程
に
在
籍
し
て
い
る
方
に

限
り
ま
す
。 

 《
所
得
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た
》 

　
学
生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
と
な
る
所
得

の
基
準
は
、
こ
れ
ま
で
68
万
円
以
下
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
度
の
所
得
基

準
は
118
万
円
以
下
と
な
り
ま
し
た
。 

※
扶
養
親
族
等
が
い
る
場
合
や
社
会
保
険
料

控
除
等
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
数
や
金
額

に
応
じ
た
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。 

 《
承
認
期
間
》 

　
平
成
17
年
４
月
か
ら
平
成
18
年
３
月
ま
で

に
な
り
ま
す
。
前
年
の
所
得
を
確
認
す
る
た

め
、
申
請
は
毎
年
度
必
要
に
な
り
ま
す
。
平

成
17
年
度
の
申
請
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方

は
、
お
早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。 

 

《
承
認
を
受
け
た
期
間
は
…
》 

　
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を
受
け
た
期

間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の

受
給
資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
将
来

受
け
取
る
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た

め
に
も
、
卒
業
後
に
は
追
納
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
（
２
年
以
上
経
過
し
た
分
を
追
納

す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加

算
額
が
か
か
り
ま
す
）。 

 《
万
が
一
の
と
き
に
も
安
心
》 

　
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
生

じ
た
と
き
に
、
未
納
期
間
が
あ
る
と
障
害
基

礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
学
生
納
付
特
例
制
度

の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
未
納
の
扱
い
と

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
万
が
一
の
と
き
に
も
安

心
で
す
。 

 《
申
請
手
続
き
》 

　
年
金
手
帳
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

を
持
参
の
う
え
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
・

国
民
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。 

・
各
種
学
校
（
別
に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
各
種
学
校
を
除
く
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

修
業
年
限
が
１
年
以
上
の
課
程
に
在
学
し

て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で

す
。 

・
失
業
し
た
方
が
申
請
を
行
う
場
合
は
、
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
等
、
失
業
し
た
こ
と
を
確
認

で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。 
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商
業
・
法
人
登
記
事
務
の

 
  

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
つ
い
て

　
高
知
地
方
法
務
局
い
の
支

局
で
は
、
平
成
17
年
５
月
30

日
（月） 

か
ら
、
本
管
轄
区
域
の

土
佐
市
、
吾
川
郡
い
の
町
、

同
郡
吾
川
村
、
同
郡
池
川
町
、

高
岡
郡
日
高
村
、
同
郡
仁
淀

村
、
同
郡
佐
川
町
及
び
同
郡

越
知
町
の
「
商
業
・
法
人
」（
株

式
会
社
、
有
限
会
社
、
合
名

会
社
、
合
資
会
社
、
外
国
会

社
、
未
成
年
者
、
後
見
人
、

商
号
、
支
配
人
、
協
同
組
合
、

宗
教
法
人
、
公
益
法
人
等
）

に
つ
い
て
、
謄
・
抄
本
交
付

の
取
扱
い
が
次
の
と
お
り
に

な
り
ま
す
。 

　
お
客
様
か
ら
謄
・
抄
本
の

請
求
が
あ
れ
ば
、
請
求
時
に

そ
の
商
業
・
法
人
登
記
事
項

を
順
次
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入

力
し
た
後
、
交
付
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

現
在
交
付
に
か
か
っ
て
い
る

時
間
よ
り
お
時
間
を
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 
 

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
の
処
理

に
な
り
ま
す
と
、
謄
・
抄
本
、

閲
覧
の
取
扱
い
が
次
の
よ
う

に
変
更
と
な
り
、
作
成
・
交

付
に
か
か
る
時
間
が
大
幅
に

短
縮
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
商

業
・
法
人
登
記
事
務
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
さ
れ
て
い

る
他
の
法
務
局
の
管
轄
に
属

す
る
法
人
等
の
証
明
書
等
が
、

い
の
支
局
で
請
求
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

○ 
登
記
簿
の
謄
・
抄
本  

↓ 
登
記
事
項
証
明
書 

○ 

代
表
者
の
資
格
証
明
書  

↓ 

代
表
者
事
項
証
明
書 

○ 

登

記

簿

の

閲

覧 
 

↓ 

登
記
事
項
要
約
書 
 

　
同
年
８
月
22
日
（月）
か
ら
は
、

改
製
不
適
合
分
（
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
へ
の
入
力
に
支
障
を
き

た
す
も
の
）
を
除
く
管
轄
内

全
て
の
会
社
・
法
人
に
つ
い

て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
運

用
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で

の
間
、
御
利
用
の
お
客
様
に

は
御
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
御
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。 

お
問
い
合
わ
せ
先 

高
知
地
方
法
務
局
い
の
支
局 

　
０
８
８
｜
８
９
３
｜
０
３
４
３ 

平
成
17
年
度
高
知
県
保
育
士
試
験
の
ご
案
内

郵
送
に
よ
る
配
布
と
な
り
ま
す
。 

実
施
要
項
（
受
験
申
請
書
）
配
布

期
間 

平
成
17
年
４
月
11
日
（月） 

か
ら 

５
月
13
日
（金） 

ま
で 

　
＊
当
日
消
印
有
効 

　
返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
、
Ａ

４
判
、
21
㎝
×
30
㎝
大
）
に
140
円

切
手
を
貼
り
、
宛
て
先
（
請
求
す

る
人
の
住
所
・
氏
名
）
を
明
記
し
、

別
封
筒
に
入
れ
て
、
高
知
県
保
育

士
試
験
実
施
要
項
請
求
と
朱
書
き

し
、
左
記
あ
て
に
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。 

　
必
ず
受
験
を
希
望
す
る
都
道
府

県
名
・
高
知
県
を
記
入
す
る
こ
と 

 
〒
１
０
２
｜
０
０
７
１ 

東
京
都
千
代
田
区
富
士
見 

１
｜
２
｜ 

32 

｜ 

301 
 

保
育
士
試
験
事
務
セ
ン
タ
ー  

宛 
 （

不
着
及
び
申
込
期
限
に
間
に
合

わ
な
い
場
合
の
責
任
は
負
い
ま
せ

ん
。） 

 

受
験
資
格 

（
１
）
原
則
と
し
て
、
短
大
卒
程

度
以
上
の
方
（
卒
業
見
込
み

を
含
む
） 

（
２
）
平
成
３
年
３
月
31
日
ま
で

の
高
校
卒
業
者
の
方 

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
実
施

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

受
験
申
請
書
受
付
期
間 

平
成
17
年
５
月
９
日
（月） 

か
ら 

５
月
20
日
（金） 

ま
で 

　
＊
当
日
消
印
有
効 

※
受
験
申
請
書
は
郵
送
（
簡
易
書

留
）に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。 

※
申
請
書
及
び
関
係
書
類
は
必

ず
一
括
し
て
郵
送
（
簡
易
書
留
）

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

－国民年金－ 
お問い合わせは  24－5112

〒102－0071
　東京都千代田区富士見１－２－ 32－ 301 
　フリーダイヤル　0120－ 4194－ 82
http://www.hoyokyo.or.jp/index.html

高知県保育士試験指定試験機関 
社団法人全国保育士養成協議会 保育士試験事務センター 

高知県保育士試験に関する詳細については
下記にお問い合わせください。 

児
童
手
当
現
況
届

　
児
童
手
当
の
現
況
届
は
、
６
月

１
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、

児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届
の
提

出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
用
紙
は
、

５
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
） 

 

○
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類 

１
、
年
金
加
入
証
明
書
又
は
申

立
書
。
健
康
保
険
証
の
写
し
、

受
給
者
が
被
用
者
（
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
等
）
で
あ
る
場
合
に

提
出
。 

２
、
前
住
所
地
の
市
区
町
村
長

が
発
行
す
る
児
童
手
当
用
所

得
証
明
書
、
当
該
市
町
村
に

そ
の
年
の
１
月
１
日
に
住
所

が
な
か
っ
た
場
合
に
提
出
。 

 

○
受
付
期
間 

　
６
月
１
日
〜
６
月
30
日
ま
で 

　
　（
〆
切
厳
守
） 

 

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
２
４
―
７
８
５
１ 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
１
　
公
売
物
件 

       

２
　
公
売
の
方
法 

　
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
。 

３
　
入
札
者
の
資
格 

　
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。 

（１） 

　
一
般
競
争
入
札
に
当
該
入
札
に

係
る
契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有

し
な
い
者
及
び
破
産
者
で
復
権
を

得
な
い
者
。 

（２）  

地
方
自
治
法
施
行
令
第
167
条
の

４
第
２
項
各
号
の
規
定
に
該
当
す

る
者
で
、
当
該
事
実
が
あ
っ
た
日

か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者
。 

（３）  

公
有
財
産
に
関
す
る
事
務
に
従

事
す
る
職
員
で
、
地
方
自
治
法
第

238
条
の
３
の
規
定
に
該
当
す
る
者
。 

４
　
入
札
心
得
書
並
び
に
契
約
条
項

を
示
す
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先 

　
日
高
村
役
場
企
画
課 

　
　（
日
高
村
本
郷
61 

｜
１
） 

　
　
　
　
２
４
｜
５
１
１
３ 

５
　
現
場
説
明
の
日
時
及
び
場
所 

○
日
時
　
平
成
17
年
５
月
30
日
（月） 

・ 

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
。 

○
場
所
　
現
地
（
折
月
北
野
村
商
店

か
ら
北
へ
100
ｍ
、
旧
日
高

村
福
良
住
宅
跡
地
）
に
て

行
う
。 

６
　
入
札
執
行
の
日
時
及
び
場
所 

○
日
時
　
平
成
17
年
６
月
７
日
（火） 

・ 

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
。 

 

○
場
所
　
日
高
村
役
場
２
階 

　
　
　
　「
北
会
議
室
」 

※
開
札
は
、
入
札
締
め
切
り
後
直
ち

に
行
う
。 

７
　
無
効
入
札 

　
３
に
掲
げ
る
入
札
者
の
資
格
の
な

い
者
の
入
札
及
び
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
入
札
は
、
無
効
と

す
る
。 

（１） 

　
村
有
財
産
一
般
競
争
入
札
参
加

申
込
書
（
入
札
参
加
者
が
代
理
人

で
あ
る
場
合
は
、
本
人
の
委
任
状

を
添
付
す
る
こ
と
。） 

（２） 

　
入
札
に
際
し
、
不
正
の
行
為
が

あ
っ
た
と
き
。 

（３） 

　
入
札
者
又
は
、
そ
の
代
理
人
が

同
一
の
入
札
に
つ
い
て
２
以
上
の

入
札
を
し
た
と
き
。 

（４） 

　
入
札
書
の
氏
名
（
法
人
に
あ
っ

て
は
代
表
者
の
氏
名
）
そ
の
他
重

要
な
文
字
及
び
証
印
が
誤
脱
し
、

又
は
不
明
な
と
き
。 

（５） 

　
入
札
書
の
金
額
を
訂
正
し
て
い

る
と
き
。 

（６） 

　
公
売
広
告
又
は
入
札
心
得
事
項

に
違
反
し
た
と
き
。 

（７） 

　
入
札
担
当
者
の
指
示
に
従
わ
な

い
と
き
。 

（８） 

　
郵
送
又
は
電
報
に
よ
る
入
札
。 

（９） 

　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

入
札
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。 

８
　
契
約
書
の
作
成
の
要
否 

　
契
約
書
の
作
成
を
要
す
る
。 

９
　
そ
の
他 

　
現
場
説
明
に
不
参
加
の
者
が
入
札

に
参
加
し
た
場
合
は
、
現
場
説
明
に

お
け
る
各
種
事
項
に
つ
い
て
、
す
で

に
了
知
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。 

 

高
岡
郡
日
高
村
長
　
中
野
　
益
　 

公売広告公売広告公売広告

雑
種
地 

種
　
目 

642
㎡ 

数
　
量 

日
高
村 

所
有
者 

日
高
村
下
分
字
観
音 

寺
３
９
３
８
番
地
２ 

所
在
地 

土
地 

区
　
分 
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池野いちび選 

ひ
だ
か

 
 
俳
壇

information

郵便局からのお知らせ

消
防
・
防
災
か
ら
の
お
知
ら
せ

仁
淀
消
防
組
合
の

新
組
織
に
つ
い
て

　郵便局では、身体障害者及び知的障害者の方
に郵便葉書を無償で配布しています。 
（１）対象となる方 

　重度の身体障害者（１級または２級）又
は、重度の知的障害者（「Ａ」又は１度、２
度）に該当する方。 

（２）受付期間 

　５月31日（火）まで 
（３）申し出の方法 

　郵便局に備え付けている整理票に所定の事
項をご記入のうえ、お近くの郵便局に手帳を
提示して、お申し出ください。 

（４）配布枚数 

　お一人につき20枚 
（５）お問い合わせ先 

　伊野郵便局　郵便課 
　　０８８－８９３－００５０ 

日
高
村
消
防
団
の 

組
織
が
変
り
ま
し
た 

　
消
防
団
員
と
し
て
46
年
間
も

の
長
期
に
わ
た
っ
て
村
民
の
生

命
及
び
財
産
を
守
り
、
防
災
に

努
め
て
こ
ら
れ
た
戸
梶
昭
澄
氏

が
ご
高
齢
に
な
ら
れ
た
こ
と
と

後
進
に
道
を
譲
ら
れ
た
い
と
い

う
ご
本
人
の
強
い
意
志
に
よ
り

３
月
31
日
を
も
っ
て
退
団
さ
れ

ま
し
た
。
新
年
度
か
ら
は
消
防

団
幹
部
会
に
お
い
て
選
ば
れ
た

浜
田
征
幸
氏
が
日
高
村
長
の
承

認
を
得
て
新
た
に
団
長
と
し
て

そ
の
務
め
を
引
き
継
い
で
ゆ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

中央分団長：吉村徳男 

下分分団長：杉本　繁 

本郷分団長：松岡良隆 

沖名分団長：畠山成志 

岩目地分団長：藤岡利幸 

東部分団長：西川賢生 

西部分団長：大川孝行 

新 組 織 新 組 織 

（平成17年４月１日付け） 

　
仁
淀
消
防
組
合
で
は
、
４
月
１
日
付

け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
日
高
分
署
で
も
次
の
と
お
り
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

○
第
１
分
隊 

分
署
長（
兼
）（
司
　
令
）
大
川
厚
男 

副
分
署
長
（
司
令
補
）
藤
崎
敬
三 

第
一
分
隊
長
（
士
　
長
）
中
岡
武
志 

副
分
隊
長
（
副
士
長
）
川
崎
泰
博 

（
吾
北
分
署
よ
り
） 

隊
　
　
　
員
（
消
防
士
）
国
広
善
生 

○
第
２
分
隊 

副
分
署
長
（
司
令
補
）
岡
崎
義
久 

（
春
野
分
署
よ
り
） 

第
二
分
隊
長
（
士
　
長
）
森
田
秀
一 

（
本
署
よ
り
） 

副
分
隊
長
（
副
士
長
）
徳
弘
貴
経 

副
分
隊
長
（
副
士
長
）
竹
本
勇
二 

隊
　
　
　
員
（
消
防
士
）
入
江
則
行 

 

○
転
　
出 

隅
田
　
順
（
吾
北
分
署
へ
） 

尾
崎
行
洋
（
本
署
へ
） 

塩
田
隆
臣
（
消
防
本
部
へ
） 

﹁
ゆ
う
き
を
も
っ
て
⋮

 

 
  

ま
ど
ぐ
ち
へ
。﹂

◎
子
育
て
に
つ
い
て 

・
子
ど
も
の
し
つ
け
や
子
育
て
で
迷

っ
た
り
、
悩
ん
だ
り
し
て
い
る
。 

・
子
ど
も
の
性
格
や
行
動
な
ど
で
不

安
に
感
じ
て
い
る
。 

◎
擁
護
に
つ
い
て 

・
親
の
死
亡
、
家
出
、
離
婚
、
出
産

な
ど
で
養
育
が
難
し
い
。 

・
親
が
病
気
で
子
ど
も
の
面
倒
を
み

ら
れ
な
い
。 

・
ひ
と
り
親
で
子
ど
も
の
世
話
を
し

な
が
ら
働
く
の
が
困
難
。 

◎
虐
待
に
つ
い
て 

・
虐
待
を
う
け
て
い
る
子
ど
も
が
い
る
。 

・
虐
待
か
ど
う
か
気
に
な
っ
て
い
る

子
ど
も
が
い
る
。 

◎
非
行
に
つ
い
て 

・
盗
み
、
怠
学
、
家
出
、
夜
遊
び
、

シ
ン
ナ
ー
遊
び
、
性
非
行
な
ど
の

子
ど
も
の
行
動
に
悩
ん
で
い
る
。 

※
お
気
軽
に
ご
相
談
・
お
電
話
く
だ

さ
い
。 

児
童
家
庭
相
談
窓
口 

　
日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー
内 

　
健
康
福
祉
課 

　
　
子
育
て
相
談
係 

　
　
　
　
担
当
　
中
山
、
森
下 

　
　
　
　
　
２
４
｜
７
８
５
１ 

　人権擁護委員法の施行日である６月１日を「人権擁護
委員の日」と定め、全国の人権擁護委員が全国各地でこ
の日を中心として、その地域の実情に応じた啓発行事等
を実施することにより、人権擁護委員制度の周知徹底と
人権思想の普及高揚を図ることとしています。  
　日高村でも６月１日　特設人権相談を行います。 
　お気軽にお越しください。 

記 
　実施日　６月１日（水） 
　時　間　13時～15時まで 
　場　所　社会福祉センター　１階ボランティア室  
　日高村人権擁護委員さんは下記の方々です 

全国一斉「人権擁護委員の日」
特設人権相談開設について

南
部
記
代
子 

○
瑠
璃
色
の
そ
こ
だ
け
吹
く
や
犬
ふ
ぐ
り 

犬
ふ
ぐ
り
は
春
早
く
、
道
端
な
ど
至
る
と
こ

ろ
に
、
瑠
璃
色
の
こ
ま
か
い
花
が
群
が
っ
て

咲
く
。 

そ
の
花
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
け
に
風
が
あ
る
と

詠
む
。 

い
ぬ
ふ
ぐ
り
星
の
ま
た
た
く
如
く
な
り
　
は

高
浜
虚
子
の
句
。 

 

浜
田
　
博
子 

○
果
て
し
な
き
沼
の
端
よ
り
水
草
生
ふ 

〝
水
草
生
ふ
〞
は
俳
句
で
三
月
の
季
語
。
水

が
温
む
と
池
や
沼
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
水
草

が
新
し
い
緑
に
萌
え
出
て
く
る
こ
と
を
言
う
。 

十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
わ
れ
る
日
下
川
調
整

池
（
小
鹿
児
水
鳥
の
宿
）
で
の
吟
。 

 

柏
井
　
皓
子 

尖
り
た
る
木
蓮
白
を
解
初
む
る 

苗
箱
を
洗
ふ
水
路
の
水
温
む 

 

門
田
の
ぶ
子 

役
終
へ
し
く
つ
ろ
ぎ
花
の
種
を
蒔
く 

腕
白
子
勢
揃
ひ
し
て
春
休
み 

 

川
瀬
　
晴
恵 

土
手
に
置
く
小
舟
の
乾
き
草
青
む 

合
併
の
成
ら
ざ
る
村
や
寒
戻
る 

片
岡
　
幸
枝 

風
が
組
み
風
が
解
き
て
花
筏 

水
底
に
影
は
金
縁
水
草
生
ふ 

 

北
添
　
正
子 

無
き
夫
の
記
事
読
み
ふ
け
る
春
灯
下 

花
の
も
と
喜
寿
を
迎
へ
し
同
窓
会 

 

鎮
西
　
美
緒 

や
ん
わ
り
と
風
く
ぐ
ら
せ
る
絲
や
な
ぎ 

春
水
に
連
な
り
映
る
日
高
山 

 

中
山
　
美
根 

山
桜
側
の
雑
木
切
つ
て
あ
り 

あ
づ
ま
や
の
屋
根
に
木
椅
子
に
散
る
桜 

 

中
村
　
梅
子 

風
お
ち
て
向
き
を
変
へ
た
る
風
車 

風
や
み
し
刻
に
聞
こ
へ
し
昼
蛙 

 

橋
詰
登
志
子 

春
光
を
散
ら
し
て
遊
ぶ
鳰 

小
さ
き
花
大
き
な
花
も
て
家
つ
な
ぐ 

 

濱
田
　
　
幸 

沼
広
し
向
か
う
岸
は
る
か
春
霞 

水
温
み
魚
も
顔
出
す
浮
巣
か
げ 

 

森
下
　
花
子 

一
斉
に
木
蓮
開
く
午
後
の
雨 

菜
の
花
と
雪
割
桜
お
ど
り
咲
く 

 

岩
村
　
さ
と 

櫻
散
る
駅
を
列
車
が
過
ぎ
て
行
く 

介
護
し
て
何
を
語
る
か
春
の
宵 

 

島
田
　
　
瞳 

持
ち
寄
り
し
薬
見
せ
合
ふ
花
の
旅 

吹
か
れ
つ
ゝ
風
に
応
へ
て
こ
ぶ
し
咲
く 

 

池
野
い
ち
び 

草
摘
に
俗
時
を
わ
す
れ
ゐ
た
り
け
り 

よ
ろ
こ
ん
で
両
手
で
見
せ
る
つ
く
し
ん
ぼ 

 

い
ぬ 

み
づ
く
さ
お 

主
な
相
談
内
容 

戸梶 昭澄 氏 

団　長：浜田征幸 

副団長：大　逸夫 

　　　　矢野孝明 

いの協議会委員名簿 

性別 

男 

女 

女 

　 住所地 

日高村長畑 

日高村下分 

日高村岩目地 

　 氏　名 

大　逸夫 

植村悦子 

味代木タツエ 
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池野いちび選 

ひ
だ
か

 
 
俳
壇

information

郵便局からのお知らせ

消
防
・
防
災
か
ら
の
お
知
ら
せ

仁
淀
消
防
組
合
の

新
組
織
に
つ
い
て

　郵便局では、身体障害者及び知的障害者の方
に郵便葉書を無償で配布しています。 
（１）対象となる方 

　重度の身体障害者（１級または２級）又
は、重度の知的障害者（「Ａ」又は１度、２
度）に該当する方。 

（２）受付期間 

　５月31日（火）まで 
（３）申し出の方法 

　郵便局に備え付けている整理票に所定の事
項をご記入のうえ、お近くの郵便局に手帳を
提示して、お申し出ください。 

（４）配布枚数 

　お一人につき20枚 
（５）お問い合わせ先 

　伊野郵便局　郵便課 
　　０８８－８９３－００５０ 

日
高
村
消
防
団
の 

組
織
が
変
り
ま
し
た 

　
消
防
団
員
と
し
て
46
年
間
も

の
長
期
に
わ
た
っ
て
村
民
の
生

命
及
び
財
産
を
守
り
、
防
災
に

努
め
て
こ
ら
れ
た
戸
梶
昭
澄
氏

が
ご
高
齢
に
な
ら
れ
た
こ
と
と

後
進
に
道
を
譲
ら
れ
た
い
と
い

う
ご
本
人
の
強
い
意
志
に
よ
り

３
月
31
日
を
も
っ
て
退
団
さ
れ

ま
し
た
。
新
年
度
か
ら
は
消
防

団
幹
部
会
に
お
い
て
選
ば
れ
た

浜
田
征
幸
氏
が
日
高
村
長
の
承

認
を
得
て
新
た
に
団
長
と
し
て

そ
の
務
め
を
引
き
継
い
で
ゆ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

中央分団長：吉村徳男 

下分分団長：杉本　繁 

本郷分団長：松岡良隆 

沖名分団長：畠山成志 

岩目地分団長：藤岡利幸 

東部分団長：西川賢生 

西部分団長：大川孝行 

新 組 織 新 組 織 

（平成17年４月１日付け） 

　
仁
淀
消
防
組
合
で
は
、
４
月
１
日
付

け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
日
高
分
署
で
も
次
の
と
お
り
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

○
第
１
分
隊 

分
署
長（
兼
）（
司
　
令
）
大
川
厚
男 

副
分
署
長
（
司
令
補
）
藤
崎
敬
三 

第
一
分
隊
長
（
士
　
長
）
中
岡
武
志 

副
分
隊
長
（
副
士
長
）
川
崎
泰
博 

（
吾
北
分
署
よ
り
） 

隊
　
　
　
員
（
消
防
士
）
国
広
善
生 

○
第
２
分
隊 

副
分
署
長
（
司
令
補
）
岡
崎
義
久 

（
春
野
分
署
よ
り
） 

第
二
分
隊
長
（
士
　
長
）
森
田
秀
一 

（
本
署
よ
り
） 

副
分
隊
長
（
副
士
長
）
徳
弘
貴
経 

副
分
隊
長
（
副
士
長
）
竹
本
勇
二 

隊
　
　
　
員
（
消
防
士
）
入
江
則
行 

 

○
転
　
出 

隅
田
　
順
（
吾
北
分
署
へ
） 

尾
崎
行
洋
（
本
署
へ
） 

塩
田
隆
臣
（
消
防
本
部
へ
） 

﹁
ゆ
う
き
を
も
っ
て
⋮

 

 
  

ま
ど
ぐ
ち
へ
。﹂

◎
子
育
て
に
つ
い
て 

・
子
ど
も
の
し
つ
け
や
子
育
て
で
迷

っ
た
り
、
悩
ん
だ
り
し
て
い
る
。 

・
子
ど
も
の
性
格
や
行
動
な
ど
で
不

安
に
感
じ
て
い
る
。 

◎
擁
護
に
つ
い
て 

・
親
の
死
亡
、
家
出
、
離
婚
、
出
産

な
ど
で
養
育
が
難
し
い
。 

・
親
が
病
気
で
子
ど
も
の
面
倒
を
み

ら
れ
な
い
。 

・
ひ
と
り
親
で
子
ど
も
の
世
話
を
し

な
が
ら
働
く
の
が
困
難
。 

◎
虐
待
に
つ
い
て 

・
虐
待
を
う
け
て
い
る
子
ど
も
が
い
る
。 

・
虐
待
か
ど
う
か
気
に
な
っ
て
い
る

子
ど
も
が
い
る
。 

◎
非
行
に
つ
い
て 

・
盗
み
、
怠
学
、
家
出
、
夜
遊
び
、

シ
ン
ナ
ー
遊
び
、
性
非
行
な
ど
の

子
ど
も
の
行
動
に
悩
ん
で
い
る
。 

※
お
気
軽
に
ご
相
談
・
お
電
話
く
だ

さ
い
。 

児
童
家
庭
相
談
窓
口 

　
日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー
内 

　
健
康
福
祉
課 

　
　
子
育
て
相
談
係 

　
　
　
　
担
当
　
中
山
、
森
下 

　
　
　
　
　
２
４
｜
７
８
５
１ 

　人権擁護委員法の施行日である６月１日を「人権擁護
委員の日」と定め、全国の人権擁護委員が全国各地でこ
の日を中心として、その地域の実情に応じた啓発行事等
を実施することにより、人権擁護委員制度の周知徹底と
人権思想の普及高揚を図ることとしています。  
　日高村でも６月１日　特設人権相談を行います。 
　お気軽にお越しください。 

記 
　実施日　６月１日（水） 
　時　間　13時～15時まで 
　場　所　社会福祉センター　１階ボランティア室  
　日高村人権擁護委員さんは下記の方々です 

全国一斉「人権擁護委員の日」
特設人権相談開設について

南
部
記
代
子 

○
瑠
璃
色
の
そ
こ
だ
け
吹
く
や
犬
ふ
ぐ
り 

犬
ふ
ぐ
り
は
春
早
く
、
道
端
な
ど
至
る
と
こ

ろ
に
、
瑠
璃
色
の
こ
ま
か
い
花
が
群
が
っ
て

咲
く
。 

そ
の
花
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
け
に
風
が
あ
る
と

詠
む
。 

い
ぬ
ふ
ぐ
り
星
の
ま
た
た
く
如
く
な
り
　
は

高
浜
虚
子
の
句
。 

 

浜
田
　
博
子 

○
果
て
し
な
き
沼
の
端
よ
り
水
草
生
ふ 

〝
水
草
生
ふ
〞
は
俳
句
で
三
月
の
季
語
。
水

が
温
む
と
池
や
沼
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
水
草

が
新
し
い
緑
に
萌
え
出
て
く
る
こ
と
を
言
う
。 

十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
わ
れ
る
日
下
川
調
整

池
（
小
鹿
児
水
鳥
の
宿
）
で
の
吟
。 

 

柏
井
　
皓
子 

尖
り
た
る
木
蓮
白
を
解
初
む
る 

苗
箱
を
洗
ふ
水
路
の
水
温
む 

 

門
田
の
ぶ
子 

役
終
へ
し
く
つ
ろ
ぎ
花
の
種
を
蒔
く 

腕
白
子
勢
揃
ひ
し
て
春
休
み 

 

川
瀬
　
晴
恵 

土
手
に
置
く
小
舟
の
乾
き
草
青
む 

合
併
の
成
ら
ざ
る
村
や
寒
戻
る 

片
岡
　
幸
枝 

風
が
組
み
風
が
解
き
て
花
筏 

水
底
に
影
は
金
縁
水
草
生
ふ 

 

北
添
　
正
子 

無
き
夫
の
記
事
読
み
ふ
け
る
春
灯
下 

花
の
も
と
喜
寿
を
迎
へ
し
同
窓
会 

 

鎮
西
　
美
緒 

や
ん
わ
り
と
風
く
ぐ
ら
せ
る
絲
や
な
ぎ 

春
水
に
連
な
り
映
る
日
高
山 

 

中
山
　
美
根 

山
桜
側
の
雑
木
切
つ
て
あ
り 

あ
づ
ま
や
の
屋
根
に
木
椅
子
に
散
る
桜 

 

中
村
　
梅
子 

風
お
ち
て
向
き
を
変
へ
た
る
風
車 

風
や
み
し
刻
に
聞
こ
へ
し
昼
蛙 

 

橋
詰
登
志
子 

春
光
を
散
ら
し
て
遊
ぶ
鳰 

小
さ
き
花
大
き
な
花
も
て
家
つ
な
ぐ 
 

濱
田
　
　
幸 

沼
広
し
向
か
う
岸
は
る
か
春
霞 

水
温
み
魚
も
顔
出
す
浮
巣
か
げ 

 

森
下
　
花
子 

一
斉
に
木
蓮
開
く
午
後
の
雨 

菜
の
花
と
雪
割
桜
お
ど
り
咲
く 

 

岩
村
　
さ
と 

櫻
散
る
駅
を
列
車
が
過
ぎ
て
行
く 

介
護
し
て
何
を
語
る
か
春
の
宵 

 

島
田
　
　
瞳 

持
ち
寄
り
し
薬
見
せ
合
ふ
花
の
旅 

吹
か
れ
つ
ゝ
風
に
応
へ
て
こ
ぶ
し
咲
く 

 

池
野
い
ち
び 

草
摘
に
俗
時
を
わ
す
れ
ゐ
た
り
け
り 

よ
ろ
こ
ん
で
両
手
で
見
せ
る
つ
く
し
ん
ぼ 

 

い
ぬ 

み
づ
く
さ
お 

主
な
相
談
内
容 

戸梶 昭澄 氏 

団　長：浜田征幸 

副団長：大　逸夫 

　　　　矢野孝明 

いの協議会委員名簿 

性別 

男 

女 

女 

　 住所地 

日高村長畑 

日高村下分 

日高村岩目地 

　 氏　名 

大　逸夫 

植村悦子 

味代木タツエ 
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日高村の人口 日高村の 
交通事故発生状況 

お誕生
おめでとうございます

ヴィニースヴィニースヴィニース

日��記

ごめい福をお祈りいたします

（以上平成17年４月15日迄届出分） 

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

       

　
日
高
村
図
書
館
で
は
、

も
っ
と
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、「
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
」
を
作
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
読
み
終
え
て
い
ら
な
く
な
っ
た

雑
誌
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
　

ジ
ャ
ン
ル
は
特
に
問
い
ま
せ
ん
が
、 

・
発
売
１
年
以
内
の
も
の

・
大
人
む
け
の
も
の
︵
マ
ン
ガ
雑
誌
は
除
く
︶ 

を
置
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
雑
誌
は
、
く
つ
ろ
い
で
、
ち
ょ
こ
っ
と
読

む
の
に
最
適
で
す
が
、
自
分
で
何
誌
も
買
う

の
は
ち
ょ
っ
と
…
と
思
わ
れ
る
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
雑
誌
が
気
軽
に
読
め

る
コ
ー
ナ
ー
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

  

　
図
書
館
入
口
に
、
利
用
者
の
方
が
使
え
る

伝
言
板
を
設
置
し
ま
し
た
。 

　
み
ん
な
に
知
ら
せ
た
い
こ
と
、
イ
ベ
ン
ト

案
内
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
仲
間
の
募
集
、
お

も
し
ろ
か
っ
た
本
の
紹
介
な
ど
、
図
書
館
に

来
る
人
が
、
気
軽
に
情
報
交
換
で
き
る
伝
言

板
で
す
。
書
く
用
紙
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
チ
ラ
シ
を
貼
っ
て

い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

　
こ
こ
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
、
レ
ア
な
情

報
が
あ
る
か
も
?! 

　
ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

（以上平成17年４月15日迄届出分） 

　
こ
ん
に
ち
は
日
高
の
み
な
さ
ん
！
私
は
桜

の
花
見
が
大
好
き
で
す
！ 

　
今
は
桜
の
花
が
何
と
も
美
し
い
、
す
ば
ら

し
い
季
節
で
す
。
日
高
村
に
は
、
大
変
美
し

い
桜
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
運
動
公
園
の
近

く
や
宇
佐
八
幡
宮
、
沖
名
地
区
の
桜
は
す
ば

ら
し
い
で
す
。
私
は
今
年
初
め
て
、
桜
が
日

本
の
国
花
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
桜
の
花
が
開
花
し
て

か
ら
散
り
始
め
る
ま
で
の
期
間
は
、
７
日
か
ら
10
日
間
と
す
ご

く
短
い
け
れ
ど
、
大
切
な
季
節
で
す
。 

　
ず
っ
と
昔
は
、
桜
の
花
見
は
農
作
物
の
植
付
け
前
に
行
わ
れ

る
の
が
恒
例
で
し
た
。
そ
れ
は
、
花
見
が
そ
の
年
の
収
穫
を
予

想
す
る
の
に
役
立
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
戦
国
時
代
に
は
、

侍
は
そ
の
権
力
を
示
す
た
め
に
桜
の
花
見
を
利
用
し
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
豊
臣
秀
吉
は
強
大
な
権
力
を
誇
示
す
る
た
め
に
非

常
に
大
規
模
な
花
見
を
行
い
ま
し
た
。
桜
の
花
見
は
そ
の
後
、

元
禄
時
代
に
な
っ
て
庶
民
の
間
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
行
楽
や
酒
宴
に
と
、
家
族
や
友
達
グ
ル
ー
プ
そ
し
て
仕
事

仲
間
が
花
見
に
集
ま
り
ま
す
。 

　
カ
ナ
ダ
に
も
桜
は
あ
り
ま
す
し
、
毎
年
多
く
の
カ
ナ
ダ
人
が

日
本
の
よ
う
に
花
見
を
楽
し
み
ま
す
。
多
く
の
桜
は
カ
ナ
ダ
西

部
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で

見
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
は

桜
が
育
つ
の
に
適
し

た
気
候
な
の
で
す
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
桜

に
は
多
く
の
違
っ
た

種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

最
も
有
名
な
の
が
、

日
本
の
「
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
」
と
「
カ
ン
ザ
ン
」

で
す
。
美
し
い
桜
の
花
を

い
つ
ま
で
も
楽
し
も
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
！ 

　
５
月
に
日
高
村
で
新
し
い
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
ま
す
。
そ
の
名

称
は
「
メ
イ
プ
ル
ク
ラ
ブ
」
と
い
い
ま
す
。
英
会
話
教
室
の
よ

う
な
ク
ラ
ブ
に
な
る
で
し
ょ
う
。
私
は
そ
の
ク
ラ
ブ
を
任
さ
れ
、

大
変
う
れ
し
く
期
待
し
て
い
ま
す
。 

　
さ
あ
、
み
ん
な
で
英
会
話
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
「
メ
イ
プ

ル
ク
ラ
ブ
」
で
み
な
さ
ん
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ヴ
ィ
ニ
ー
ス
　
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
（
日
高
村
Ａ
Ｌ
Ｔ
） 

 

○
開
館
時
間 

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

○
休
館
日
　
月
・
祝
日 

○
貸
出 

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、 

　
２
週
間 

　
　
20
―
１
５
３
３ 

図書館利用案内

　3月16日（水）日高村商工会女性部より、
村内の各小学校の新入学児童を対象とした学
童傘（置き傘）が贈呈されました。これまで
は交通安全の一環として長年にわたりドライ
バーサービスをしていただいておりましたが、
今年からは、学童傘の贈呈をしてくださるこ
とになりました。児童全員が利用できる本数
ではありませんが、突然の雨降りに少しでも
お役に立てれば幸いです。 

日高村商工会女性部より

学童傘贈呈

雑誌の寄贈を
お願いします！

雑誌の寄贈を
お願いします！
雑誌の寄贈を
お願いします！

伝
言
板
が
で
き
ま
し
た
！

伝
言
板
が
で
き
ま
し
た
！

伝
言
板
が
で
き
ま
し
た
！

　　　　　　３月末現在 

　　　　　　   （前月比） 
世帯数 　 2,422　（＋３） 
人　口 　 6,222人（－11） 
　　　 男 2,958人（－７） 
　　　 女 3,264人（－４） 

曽我　智大（父）　史（母） 
　　大　貴（だいき） 
　　　　　　Ｈ17．３．17　第２県住 

氏　名 
山中　正　 
竹田　盛行 
堀尾　　喜 
門　　　梶 
植村　政子 
堀尾　雪美 
藤村　光一 
藤　　春子 
森田　春義 
西本　冨子 

死亡年月日 
Ｈ17.３.18
Ｈ17.３.22
Ｈ17.３.28
Ｈ17.３.26
Ｈ17.４.５ 
Ｈ17.４.５ 
Ｈ17.４.６ 
Ｈ17.４.６ 
Ｈ17.４.８ 
Ｈ17.４.11

年齢
62才
81才
86才
69才
72才
79才
73才
94才
83才
78才

部落名 
西田４班 
石 　 田  
名 越 屋  
田 　 福  
西 ノ 越  
名 越 屋  
岡 　 端  
宮 　 谷  
父 　 原  
西 ノ 越  

　　　１～３月分（３月） 

人身事故　　13件 （４件） 
死　　者　　０名 （０名） 
傷　　者　　16名 （６名） 


